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る。

und das 

べているの i五J(sein Reich zur Linken)、天龍たちの奉仕 (derDienst der 

UND SEIN GESCHOPF] (餅造者とその被造物〉という表題で、キリスト

さないと思っているJとの(

だが、悪!窓と ![~I竜論は好きではないというれその理由は、

からして人が好きなるに倍していないからで、ある。 Idas NichtigeJは、

な論述と i立ちに結び、つけられて取り扱われている。だが、神と



パルト神学における県線、取1!1f，的なもの、人;出i翁の民間

びたくない口

べき点責IJな

ら、特別会:分けた取持

について

て、すべて

中で探したらよし

じられる

ルト辻、 Damonenとし、う語-ではなく dasNichitegeとし Eう

次に、内申のi五1Jについてである o 19t吐紀のヨー口ッパは、

と結びついて世界宣教に向かつて、いわゆる

的な f神のドJJを建設しようとした時代であった。いわゆる「文化的プ口テスタン

テイズムjの全盛時代である。しかし産業革命が起こり、資本主義の発展とともに、マルクス

会主義が起こり、キリスト教社会主義、社会福官なども盛んになったねところが、「神の間jは入間の努

力によってできるものではなく、神の儲から突熱来る綜末的なものであるという理解が、 A.シュパ千ツ

を、イギリスのc.H.ドッドは「実現し

ったの

よって

となったのであるのだが、シュパイツアー

ト教jとし寸遺稿が見つかった。その

教であるjであったの彼のアブリカへの

から来たものだ、ったのであるの (3)シュパイツアーもドッドも

として1950年に、)(1史論との撰!わちjレ・!¥Jレト

のが本書である。パルト

一
た

カ
しへきノ

」
4著を

わたっ してし￥る 、と思う
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ニ.神の創造と摂理

トキリスト教的摂理の概念

ことを

はアブラハムに

IVorsehungJを、

て内容を

と正確に、

中心であるり

となるのであると

に出来する。このテキストは、アブラハム

るo I~陰祭の小学はどこにありますかJ というイサクの

Jahve jireh、ウルガタ訳は、 Deusprovidehit)と

り(ersehen)、定め、用意し供給する

あらかじめ定め、用意してf共給されたり神

いうの 1.1)摂理 (Vorsehung)という

がイサクを犠牲として捧げようとした

間いに、「神みずから鵠えてくださるJ

るという。(:!)何故なら、??のドイツli7iは IprovidentiaJをもっと力強く、もっ

と訳したからであるひハイデルベルグ1í~f~J問答の許可28 29においても、門事は、

のため(für) 、その被造物に対して、主IJ!~てと決定に従って、存在に必要なことを

いる通りである。は、持がアブラハムが弘る前輸に、構え、配憲され

ことができるのではないかとノすルト以いう。そしてツウイング

ど一



て存在し、

ょう， ~ 

続き保ち、

るために、

るの
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るの予定は摂瑚から生まれ、

'おける、摂JIHの定義は、

び(同日IJ的

|き続いて新しく

ない。創造においては、告IJj走者と

L、いては、その関係の持続と

のものであるjは良い命題だ

によって口走

行為であ

この保議と

しか

告lにおいて出来事となって相こるむ

創造者なる神は、その被造物と共に共古~ (kocxistiert)されるり被造物は、その前提と条件のもと

る る。

2.キリスト教的摂理信鍔

摂理1FiM(Der christliche 日laube)とは、 と る日こ ら、

、自IJjきと摂新について、恵みと びについて教えているので、パルト

「われは、 ところなき を信ずJという持には、あなたは、何を

じている

答 「天と地と、その'11にあるすべてのものを、禁より造り、これを、その永遠のみむねと摂聞に

よって、課ち、支配して7ごさる、われらの 1:.イこにス・キリストの永述の父が、そのみ子キリ

ストのゆえに、私の父にていますこと、その神に、私は、依り頼み、持がからだと、魂に必

ものを、犠えて φ ドさり、この'協みの多い世において、私にお平え下さる、どの

ような不幸さえも、校、の誌としてードさることを、疑わないことでありますりなぜなら、神は、

全詑の神なるゆえに、これをなさることができ、また、信頼すべき父なるゆえに、喜こんで、

して e トざるから

「千IIIの摂理とは、 fuJで、あると患いますか」

?干 fそれは、神の全能が、今働く}JですむそのjJによって、神は、天と地と、そのすべて

んコ々
メ~γτ 

また支配して下さり、木の葉もも、i:j:jもひで

すべてのものが、偶然からではなく父として

と摂f引を主1Iると、どのような

「われわれは、あらゆる不遇のrllにも忍耐涼く、

われらの依り頼むべき父に、ょく

ことも、健康も病気も、五fも貧しさも、

'よって、われわれに、来るの

われわれにあるのでしょう

中には!感謝し、未来のことについては、

もはやいかなる被造物も、われわれ



バルト

バルト神学における摂剤、!並無的なもの、天l必:識の民IlfJ

を、神の愛から離れさせることはできないようになるのですりそれは、すべての被造物は、

くみ一子の q~ にあるのですから、み心によらないでは、ゆるぐことも動くこともできないか

らですJ 川

について、 ような限 を得ないという

うまでもなく 自 る。即ち、

ことを窓味している に与えられた経

史でもあることを ている引 17世紀と 18世紀の建徳的な文書とキリス

ゆだねよjとク スマス

、例えば、 P.ゲルハルトの i汝のもろもろの道を

びおどれ』などは、宗教改革的なつながりがあり、

じるキワスト教の信仰が、人間的な主体しかその

らかの要請などと混同され、いわばキリス

るものである

されるとしたら、そのキリスト教と

{百じるということは、人[fIJが自分で選んだの

ではない。むしろ、入院は、神を信じるよう選ばれたのである

る。我々は、信仰の平面から、怠見、

を避けなければならなし ノ{)レトは、

日IJち、ハイヂ)レベルク

リッチュル

つつ形成されていることは、明らかである口ぞれ故、ハイヂルベルク

る「天地の創造主としての、われらの主イエス・キリスト

また瓦配してドさる神の全能なる、今{親!く力jはここで、

にあたって

と詩的4されてはならなし

¥「われらの七、イエス・キリストの水速の

いておられるということを;意味しているむ次に、キ 1Jスト

-1-

界

としての神、

ている。
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によって、その神を認識することはすで、に述べたりこの神の註葉l土、神ご自身であるの人間的な人

格として人格、肉をとりたその己葉、その永遠のみ f、時間の中で、マリアの子として年まれ、わ

れわれのために死に、舵られたHである G この「神われらと共にjとfわれらのためにいます神jが、

にいます持、み子であられるの廷かのいかなるものでなく、この神がまた、「われらの上にいま

この永遠のみチの永遠の父であられる。この父としてのみ手が、昨界を支配している神的な

力である。持の力はこの父としてのみ子であるがゆえに、神の力は善意で、友情にあっく、愛に

ちたものであるり fわたしをはた者は、父を見たのであるJ(ヨハネ14:9) 0 まさに、ここでキリス

教喪理信仰は父を、{追って、われわれを支配される神を見る。ここで、即ち、み子を見ることに

よって、契約の歴史と、持の恵みの選びを見るのであるのキリスト救摂理信併は、み子を見るがゆ

えに、この持の託業を聞くがゆえに、世にあっての神の支配を照らす光を持つのであるとバルトは

いう。 (1川

3.キリスト教的摂理論

ノりしト

それは、 神によって創造された存在の主、そのよう

というの

日標、それと 栄誉は怖であるかを、み甘葉を通してJえ々，-

々のヒに、子として我々のために、型議として我々の生

されたという単純な社主で明らかにされるひ神は、そのことを「すべてのものの

qlに働いてすべてのことをなさるJ(コリント 112' 6)のである。従って、白山な

の中で明るくな今、形態を得、偉大となり、勝利を収め、

よび業として啓示され、また、イニにス・キリストにあって、永遠の生命を

される。もしも;兵ま宅{言ffpカtキリスト孝支の信仰であるなら;工、{追って、神の

日愛昧さもないりまた、そ

である。 t:t仁会人人がこ

らない点で、ある、 とノ可ルトは:i&.ハえる

るならば、その日寺には、摂理信得は、!註

さもなit¥(I乃

てゆかなければな

人が、村!の言葉を通して 1j-えられた出発点と主体概念を真剣に受け止めるならば、神の支配のもとで

経過してゆく柑史を次のように期解しなければならないむその控史は、神によって永遠から決定され、

された志みの選びが実行されることであり、また、その)官史は、持と人間との間の提約の歴史、そ

りを基礎づけ、完成させる歴史であるり

バルトは、ペテ[]1 5辛6節「あなたがたは、神の)J

れば、千11'1まあなたがたをitiくしてドさるであろう c 神はあなたがたをかえりみて下さるのであるから、

白分の思いわずらいを、いっさい神にゆだねるカfよしづの笛所を、次のように解釈しなければならない

とし sう。 叩ち、「あなたがたは今、追告を身に受けなければならないH寺、神の被造物として、あなたがた

に対して全く立ちまさった、また切jらかにひどく凶器f:な、;平い秩序と力のもとに立っている。そのよう

なけlにおいても、日を附じながらも、神がなされることを信頼してよいだろう。あなたがたは、恵みの

としてよく知っているので、 f三頼しなければならなしづ。「択の烏をよく見なさしL 棋も砕かず、

刈り人れもせず、臓に納めることもしないのにあなたがたの天の父は烏を養ってトさるJ(マタイる

261'iiJ)は、キワスト.g.が加;している秩!与のqlの神的支配、保護、記患があり、安心して身をゆだねるこ

とができることを示しているのまた、口 γ苦:8市2館長「神は、神を愛する者たち、すなわち、ご計i刊に

された者たちと共に働いて、 )j事を益となるようにして下さることを、わたしたちは支持ってい

5-



バルト神学における摂州、 1;~ ;W;ljきなもの、同i翁の脱出

るJ。ここには、神 に対する 中で、キリスト

中で、生さることが許される と偶然、

さ、善意あるい るように見えるところでも、神が支配し

.におられる

臨し、{動かれるのである日

である。摂理信仰は、

となって起こることと、

(Dennooch)、持ご自身は、またそこでも、自由に、

の被造物的出来事のHなにおられる最初の方として、

として、本来的に行動するJぢとして、

この、{にもかかわらずJ(Dcnnoch)が、摂塘信仰と県理論の問題 (Problem)

ただ「にもかかわらずjであることができるだけであるお神の意思が出

、力の業を、人需の能力では何も語ることは出米なし人間の

註の両ijに立っているのは、た 、偶然性だけであるのだが、造られた人間と神との交わりの[J棟は、

1I標である。 における神の相手である。

もなく、 -i:.でもない。

の暦史であって、 において

えようとされ、

って、人間の

に人間のためにかちとられた能力

なことが(巳twas Anderes)問題になってくるのこの言iJなことカT、キリス

信仰においては出題なのである。その別なこととは、神が、恵みの契約の歴史において、ただひとり、

し、条件づける主体で、ある時に、神のみがおられるのではない (nichtallcin) 0 世界の中に、

る。 (11)-J‘攻、契約こそが、初めから、創造の中にその外的根拠をもっていた

ように、また、製約の従史もその外的な根拠を、引き続き絶えず、人間の現実存(fと

である。自

ついて、軒も知らないりそして、

、それが片jいられる日的に

自分からは、日分を生かし用いることはできないの道具は、そ

'よって予のqlにとられ、用いられる

史は、

村!の摂理である

ゅ叫して、気が配られていることを

、場所、機会であるの i世界の雌

を表現し、現れてくる U その時造ら

はでにまでおよぶj及び、訂マ書:1草19節[神につ

るのこれが、

と救いの業のた

悔い改め、愛と希子誌のため

にとって、そのような仕方で、白

ることに日が開かれる。人は、

り、比H訟であるの詩篇19編、 fも

をかの日につたえ、この

きは全地にあまねく、そ

されたのですの背罪が造られたときから、目に ない神の賀、つまり神

を引出して、これらの永遠のカと に現れており、これを通して持1を知ることができま

と になるのは、 となっている を知らなければならないのである

とバルトはいう日(l7) 

- 6  
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注

l.キリスト教のt:M:却の概念
) K.B3rth Kirchliche ()ogmatik (Evangelscher Verlag U.G.2011kon. ZurIch 1950) S.l 

2 S.2 

( :)) a.3.0. S.2 

4) 3.3.0. S.2 

) a.3.0. S.5 

6) 3.a.0. S.15 

之. キリスト教摂玉県1rwn
( 7) S.l8 

(お) 3.a.0. S.19 

9 3.a.0. S.20 

(10) a.a.o. S.34 

キリスト教摂理論

(10 a.a.o‘S.39 

(12) S.46 

(13) a.a.o. S.52 

a.a.o. S.52 

(15) a.a.o. S.54 

(16) a.a.o. S.56 

a.el.O. S.59 

三.持と謹無的なもの

1 .車

在、は

て、 iDamonとか

としなしL

被造物の領域には、

も、

らないの

かくして、バルトが悪を

るのではないc それは、

夜、 Zt籍、窮乏、死という

きではないと、パルトは(はしがき〕で述べているの

はなく、 iNichti父cJとし=う捧J言語をバルトはi宅う。

にとって、突

いて悪魔論として論じら

切山り扱われてきたりバルトは、

いて取り上げるとすれば、それをどのような仕方

され得るが、

もとに成るj言動するものが存在していて、そ よって

そのあら捗る

ことも、

しかも無視したり否定すること

に反するものと

なし る関係において、過大視しでもならない

少評価しでもならない。不斗 も楽観主義をも避けな

NichtigeJと

う必要のなし

き創造と考えているから

とわれるもの白

る。摂理論は、

しないということを意担未してい

ることを意味している。更に、それは、

もなし」なぜならバルト辻、ぞれらの

とも関係があるが、それらを

7-



ト神学における誤J'q¥， )読書~;J'rJ なもの、災い1~命の民間

ているものともいえる

し、バルトは、この問題を避けてしまったならば、

のではないかとい斤う

リスト

バルト

2.慮無的なものの問題

さて、この世界には、

あるけ1!IJち、

この対立の

キリスト

ゅわたる問題なのであるひ

としては、まだ日をとめていなかっ

もって点ち

、ノすルトは口

とこしえに持にあるように、アーメンJ(口マ11:

語られたと

しか

えない

とし=う るの「自IJ

神と人間との

この契約は、

となる O

は父組アブうハムと結ばれ、

シナイ ILJでのそ一七とは「シナイ

は、イエス・キリストにおい

していると m弓ってよいっ持!のま英王軍と

というものが

を脅かす‘要素

な

いで、神によって成り、神に掃するJということは、「万物j

'よって制!オしられ、また患統的なものに拘束されておノ、 をもっており、それに参

tj.していると

あろうかりそう

すべて

象をこ

るゆえに、神学において

を意味するので

しまうわけにはいかないのではないかれ

であるくJ 即ち、完全さとまとまった完結性を H

させない業であり、そ

でしかなく、破れた

るの

応しようとする事しか許されないだろう。しかし、ただ

として起こる歴:と、創造者がその被j宣物と

ーおー
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る震史が、神学の対象である。

体系へと堕することは許されないの

ゆる事情のもとで、物話ることができるし、あり続けなければならないむ神学は、完全さと完結したま

を)IJし、てはならない。神学はただ、すべてのことを正しく物語る (allen

Umstanden Erzahlung)意欲を用いることが許されるだけである。以上が、どのように、また、

して!故知的なものが、また、抗弁および抵抗として舞台に:登場しているということを

いて、 JJ物を治める神の支配についての単純な認識の正しい適用にまでくるかという

な、形式的な答えで、あるとバルトはいうひげ)

3.最鰻的なものの誤認

ていたりしカ、し、こ

が、虚f底的なものと ¥liJ であるということ、従って、虚無的なものは被造物の本質に属し、解釈するこ

とが出米るというのは間違っている。影の1WJ1出は、確かに、人間の現実存在の上を覆っている都であり、

|甘い Eを意味しているが、持のお1J:i在者としての意思に対する抗弁と抵抗ではなく、むしろ神の告1];法省とし

よ a'~在認であるむき戎造物は、イエス・キリストにあって、イコ二ス・キワストを ~=H票に

られたので、完全で大変よいのであるむ創造の中には、「然、り J だけではなく、

(Nein) も存在するということ、ただl4i~こ明るさだけでなく、

と前進だけでなく、生の妨符と I~長持づけもあるということ、ただ取に

めだけでなく、終結、価11高だけでなく、また紫儲位もあることは、事%であるのしか ν 、

き被造物が存荘することこ

しいjという亘葉ではとても

食物と飲み物であり、聴く

とってはま実業や享楽、拐ではなく、

、技巧に閉さず、決して感傷的

ではないが、懸命で、強く、優越しているゆえに、常に感動させる白由な、また自由にさせる

そーツアルトは、タ十から見たところ、特別熱心なキワスト苫であったようでなく、

ったように見える。にもかかわらず、彼は善き創造について生uっていた

リスオてン めに人々

しようとして

アど

を

J守っていたο{皮は、全ての人がいつの日の終わりに、いつのりにか聞くであろう神の神を聞いていたけ

モーツアルトはこのま冬4くから、

さも u日Jl.ではなく、不足も欠陥ではなく、悲しみも絶望にまで到ることなく、出りない憂艇も日分n
身を絶対fとしなければならない強制のもとにはないりそれだからこそ、創造の調和の中には蝉く光があ

るのかくして、永遠の光が彼らに、ワスボンの死者たちの 1--にもある口知論、そ…ツアルトはこの光を、

投々すべてと同級はなかったむしかし、被は、この光によってめぐり I-Jf.Iまれた被造物と世界全体を

たむ彼はこの百定的な諦j子をただ、あの積極的な調子のrjrで、積極的な調子と共に聞いたっ多くの朽Ijの

うん一つを挙げれば、 1788年のト知調交響曲40幣であるり彼は一種の「紫名

Soldat)として悲惨のうちに死んだりそして、カルヴァンとそーセも葬られた場所は;最も和らないという

を共にした口しかし、そのことは、何を意味するのであろうかり持の苔き創造を、あのように

9 



ト神学における桝理、 E設無的なもの、天l可論の展開

dと 中で、あのように信じるに値する姿と rtJで品体幕とは何であるかとバルトはそ…

ツアルトの音楽について述べているひ
(8) 

なものを、

?'，I=:-iし、患祇自力なものからlBている創造の脅かしと

共に、被造物的存在.の必撚的な耐えられうる構成要素とし

うことはできない日人は、既に、

なものに効

4. m無的なものの認識

なものを

ることによって、人は

を神に、神の13:思と貨

として理解し、それと

るのその時、入は出紫的なものを、

な敵として考察し、

に力と栄誉

ることであったの 、夜、不なもの

死な ししまうことであった口バルトはすべてのキ

の起源は、イ l ス・キリス

それは、た

の

である。それは、いかなる|吐

く、造られた LIJ:界の全体に向けら

ち婦らな

よび

なも

リ4

立しているもので、あるから、否?としてしか開解できないの神は、物論、その対立を見通し、支配してい

るっその事が、摂瑚議の紙略において、節全体において日指している認識であるとバルトはいう。(]])

では、どこからして我々はその事実を揺るのであろうかの即ち、京無的なものが作在し、この饗主と

中で、あたかもそれが医界のほかの諸要素と並んでの袈5Jtであるかのように、車無的なもの

と関わることをはっきりと謝絶しなければならないほど、現実に存在していることを、知るのであろ

はっきりと、雑実に、イエス・キリストの認識の中にある、全てのキリス

の起源から生とてくるのであるり叫例えば、「言葉は肉となった Wort Fleisch 

となっただけでなく、致命(19に危険にさらされており、脅かされ、

ところで、この11¥来事は、問題全体の決定的な認'I哉根拠だということであるの

何であるか、点張的なものが税実であること、どのように現実であるか、た

するものとしてで、なく、創造者なる神ご白身に対立するものとして現実するものとして明らかになる。

ベツレヘムの同小以でのみ子の誕生を、またゴルゴタの十字裂の死を必要とさせたもの、神がこ

とこの死を通して舞台から撃退され勝手Ijを得たもの、それは、神に対して抗弁し抵抗する。ぞれ辻、神

としてE里解すること誌できない。イエス・キリストを1

ト‘で、それに対して勝手Ijをかちとられたもの、

以上の事柄からして、

、イエス・キリス

はできず、ピ1分什身から

なものという

ることはで、きなし

り、散に対して肉にあっ され、肉において罪を罰せられた

、その内において出を罪として処断され

ス-キリストだけが、 を印jらかにすることができるりた

一日)一

そしてイエス・キワストが

である

なもの

ること

とな

¥ r勾

ただfエ

としてのイエス・キ 1)ス
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を念頭に置いてだけ、私は、私立身を、この裁きによって共に裁かれた人関として認識するり荘、は私

白身を現実の罪人として、神の前で告(1しなければならないのであるり (Jil)1韮禁的なものの現実は、単に

ら逸脱するとか、神の蔦;思に対する本従}11f{というような罪からは、鋭く見ることはできな

となられたということで起こゥたことは、神が、最蕪的なものの子に諮り、揮を犯し、

に服させられた人間jを引受け、従って、人間に対してその憐れみの怠忠としての部j長野の意思

ゆferwill討を実行に移し、啓示されたことであるの言葉ーが肉となられたということは、神は被造

るその惑愛を、その忍耐強い態度として証明され、ご自専の義 (Recht)でもって人間の義を

されたことであるりまた、

の確認であったの (15)

しし な啓示であり、

を唯ーとしているもう一つ 、以下のごとくであるとバルトはいうりパル

なものは罪の中で入rH1白身の行為、 員い口となるが抵指針的なも

と名づけたり

されてし、るの

づけとして死ぬこと

力の決定的な

中では、罪が起こることについて、

を犯すことによって苦痛な状態になる。そこ

としての死が問題である。そこには現実の罪があるように、現実の書悪と現実の死があるりまた、

現実の悪!寵がおり、現実の地獄があることも指し示さなければならないの i設紫的なものは、人間とその

な古;定である。虚無的なものは、否定ぼとして、ぞれ白身の力 (Dynamik)、人

聞がそれに太刀打ちできない絶滅おせる力を持っているりそれらは、車無的なものの重要な本質的

徴であるりそれらは先ず第えこ、 iお:接的に人間に対して、間報的に

れているが、罪については、それと逆に、先ず第.~こ、声:按的に神に対して Iwj けられてお

ゅ山けられているので、と|天草せすることができるのこれらは、両方とも人関には、説明できない

しているのこの芳三態のrjlで、車紫的なものはただ単に志い (bose)だけでなく、制背の4-J;L、のと

ころで、イエス・キリストにおいて、認識されなければならなし

的なものに対して、敵および攻撃者に対するように、立場を取られたの

述べているの(Hj)

イエスがメシヤであること、神から

く、むしろ、内容的には、 と死、思!叢

ではなvi
O

として、慰め主として行動された。

く、畦りと生命であられたりこの全体性の中で救い主でないもの

ii:ではなし込だろう口しかし、プロテスタント主義は、背から、あまりにも泊

_ _'--1.して、あま均にも官目的

よれば、イ工スが、あの

しのために、と つ

よび絶滅としての死、創造者 るものとしての死、最訟の敵としての死から力

死人の中からの控えりの中で啓与えされたのであるを奪い取るための死と言うのである

りは、

I寄ら治、になることである

は、彼の 中で、起こっ

情よれば、千 L ス・キリストにあってなし遂げられ、

イエス・キリストの認識は、出:無的なもの

るのこのところで、イ工ス・キリストに相対して、虚紙的なもの

はその全体の中で明らかになるの魂とからだを減ほし、地獄へf突き落とす敵として、災いを投ぼす致命

させる要素として、明らかになるひ神の丹葉が肉となることによって、イエス・キワストは、

ご白専が勝手IJ者であることをなえされたのである。事情がそうであるゆえに、イエス・キリストこそが、

-11-



バルト神学における摂J-IjL1主無的なもの、天出荷の民間

虚無的なものの認識恨拠であるとい言い得るとバルトは述べる

Erkenntnis des NichtigenJ 

ったと言う。そして、

は終了するが、バルトは、

の対象となる理論のうち恥も

な文書:的論述との

ものを幾人かを詩文り上

(1)G.W.ライブニッツ

彼は、 および、そ したいくつかの書物の中で、次のような見方を

力、意志の白山と慈愛を結び、合わせている

したの自分自

対応している。この!任界は、

ることのできなし三迷ではない。この

いる。彼の説明を以 iぐに述べ

る

(1)形而上学的悪(metaphysische 

(2) 

このj悪悲は、被造物の召必、娯的な非神仲'1笠t'Jコj
の巾でで、完イ全令である fり〉この被造物の非神性が.つの不完4全令そγd性を白分臼身のうちに合んでいるとすす崎れ

ば、その不完全性は、ただ、この被造物の限界づけから成り立っているだけであるの従って、本

られているので、そ

しろその増大を意味することができるだけである

に付着している不足、性賞

と千Itlによって A 諸にまとめ

を意味することが出米ず、む

品:痛とは、 i去られた結神にとって、物体的なからだとの結台のIドで、積額約および百定的

党があるための不快さ (Unlust)のことである c 苦痛は、iEしい刑罰という意味を、もっと

に亘えば、有益な教育手段とし寸:意味を持つことができるつ三重'I~生と忠、耐 l土、苦癒を原員Ij的に、

に、耐えられうるものにする。「喜び、と共に、苦痛は、親しく予をたずさえて時間を通り

くjそう入は歌ったり昔高は、絶対的な完全な神の支配のもとでの、相対的に完全な世界のもろ

もろの事物の完全な秩串の中での、部分的な、一時的な欠乏 (Privation)でしかないの

(3)道録的思 (moralischenUbel) 

は人間に対して、を犯す riJ能'1'生をよj.えた。何故なら、

自己規定を 5えなかった。人間にとって本質的な制限、 jEitlの領域での制誌が現れてくることに

て、

も発生する口神
;ル
ど

対的な完全さと

神は

ある。

(4)死

りえないであろう

られていることによって、また罪も、人間の相

て、神が罪への可能性を造り、

されるとし=うこと、このことは、 こるので

死についても事情は同様で、あるの個々 て、破i裂さ

り、造られ、死は目;鼎

る異議をもうし;立てはできなし

12 
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バルトは、ライブニッツの見方は普j極的である。ぞれは道徳的な |浪怠れ

むしろ、 一つのたちまさった場所から、押を悪と死と共に見ょうと

的なものという概念のもとで、まとめていることの全体を理解しようと

いう r-持義論|は、その授与、それなりのtt:)jでスケールの大きな、

させたWI仮作:業として理解することができるの残念ながら、

きるだ、けである。な'ぜなら、ライブニッツは明らかに、

と混同するという過ちを円したのである。

(2) Fr.E.D.シュライヱルマッハー
バルトは第一 として、シュライエルマッハーの円三持論Jで展開した理論を取り

~r と とは、われわれの日己意識がわれわれの神意識に

さ

てしまうことであるのキリスト者の魂の中では、

しに、罪についての意識は存在しないu

るようになるの罪は確かに妨手?として

に依ffしていることとして、

われわれ自身の行為として、従って、

る。坪;は、第…の形態においては、受け継いだ罪、あるい

として、すべての一人ひとり 人の罪に対して先行し、従って、被自身の存在の彼岸において基

られた、徹底した である。持への無能力は、

と共に、または、怠慢さと る。

として、また、霊に対ーする

る情欲ないし

と罪の開の現実の相違は、ただ、救済に対する人間の関誌が積極的なも

または、否定的なものであるかということによって起こってくる

シュライヱルッハーは、揮について以下のように詰及する。罪i土、救i斉を通し

を、神によって秩浮づけられており、神のけlにその担金会者を持っているの神は別なfl:)jで、救済の自Ij

り、 3ドの部始者であるの何故、神の意忠の1¥1に、 j妻、みの伝達と同様に、罪も基礎づけられて

いるのか。罪の意識が我々のお存在に含まれている限り、従って、罪が我々にとって現実である限り、

を必然的なものとして、神によって按配されてし hる。界は神からくる。(己0)

憎(いて語られている[111じことが、悪(lJbel)についても妥吋する。

るの先ず、悪はわれわれ内身に、しかも、わ

として

、キリスト

まれているとみなければならない口そのように見る時に、忠はわれわれにとって忠で、あることをやめ

るいしかし、罪ーとの関係において、思も詩的な山米に帰せられなければならないり忠は那と共に、わ

れわれのt'l出の小に某礎づけられている限り、それは明らかに、神によって子配されているり

、救済が必要であるとし、う状態と同時に良心が措定されているひ良心こそが、われわれ自身の

行為として邦とされる。それは、われわれの中での者11の命じる

り、人関が救済を必要としている姿に合まれている。

一 13



ト神午:における摂瑚、最常任I'll.)なもの、天 l玉 i 議;訟の民 P~l

さとして人間の中で餅く誤り、良心と

を引き起こすとシュライヱルマッハー

、ノ三ルトは、

ジャン・ボール・サルトルを耳文りー

に関わりのある二人の|斗

り彼らの実存哲学に対し

人、マルチン・ハイヂッガ…と

をむけなければならないり

を知っているの

は………であるJという言い方で答えようとする、その答え

nicht 2"ibりものとして放棄されているり無は、有:

である。現存在は、常に顕示さ

ていることである

いるのではなく、ただ、まれな

，いいで姿を変えて、

と純粋無とは同じである

ならない。「無から としてのすべて

生起(Grundgescheherりがあるというれその椴

Befindlichkeit der Stimmung)として表ボされる O そのえ分は、

を沈黙させる織のようにさまよい揺り、すべての事物やすべての

を顕示するのであるjりま

しての存夜事物を紹臆するようになる。最後に人民について、被の存主fがW，r;の中

された不安に基づいて、「無の出席謀持者J(Platzhalter des 

体として、その背後によよっているのである O 無が人を、た

と泌同しではならなし

不安は、確定すること

られる。形j(jjJゾf:とは、

を越えて向うこと、超躍であるの従って、

において存在することができる

ことによって進行するのこ

iド枚と

し瓦ることが、

この十艮

るの

を与えることり無の1[1に内じをi羽

りつくすことである

る (211

次にバルトは、 ].P.サルトルの『存在と

り1'.げる。この書物で問題としているのは、

誌とんどただ、カ (Machti2"keit)を示すこと

.学の根本的問いへ「常に揺りも

〆J

ヒゥ…マニズムであ を1[V.

る。ハイヂッガー辻、

、サルトルは、ただはとんど、

ただほとんどJ(fast nur)と言う。その町出;土、

-14-
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ここで交差(Uberschneidungen) 

ではなく、神の存在の:百定である

こるからである。サルト

して、不安を、

は、結果としての人間と人間の関係の恐ろしい線壊さに終わるしかない。ハイデッガー

界大戦を振り返り見つめつつ記こってきたりサルトルは、第二次世

く明確な、彼なり

(レジスタント)であったり彼l土、この世界の徹成的な不幸を克、そのことに気づいていな

Lミ者たちに気づかせ、敵との協力をしないように警告した人間であったり蕪 (Nichs)からしての身の毛

がそこにあるのしかし、その f否Jから、楚くべき仕方で、

が生じてくるの彼にとっては、この「然り」が問題である

の中でどこかに「沖瀞しているJとか揺れ動くというのではなく、むしろ、これら

こかに立ち、進んでゆくべきであるというのが、彼の使信の核心で、あるのバルトはこの場面でサルトル

を、今日の実存科学者たちのうちで最も男らしいと称賛す'る。蜘 (dermannlichste unter den heutige 

ハイデッガーは「ニヒルtトjではない口人間が「無の座席保持者Jであることは、彼のところでも、

に言明している。まさにこのところで、サルトルにも現れる。ただ披は、はるかに幅京し

た後、決か;とレ亡方向転;換をして、

ることへ、人間の現実存在についての使信へと進むのハイデッガー

いは、ザルトルのところでは最後の肯葉となっていない。彼の著作も

じについて、無力さ、野獣性、俗悪ないかさま、患、かさ、虚偽、

られないもつれ介いについて語っているりしかし、どこかのところで、突然、一種の「にもか

かわらずJ(Dennoch)がひらめき出、 j支部を身に受けるが、むしろ何かの連動の中で、最終的には微笑

みのうちに、それらを制御しているのである。バルトは、これをサルトルの実存主義の視点であると

う。サルトルは、思慮深さの中に強靭に踏み留まっているドイツ入、マルチン・ハイデッガーと対立し

て、水速にフランス人的智慧者のタイプである。それゆえに、彼の自己説明は、「実存:主義は、ヒューマ

ニズム (humanisme) であると言わなければならない、とバルトは述べる。

サルトルにとってr実存主義は、[性きることを可能にするところの教えjである。 、日

出についての教説であるu 従って、この自由は瑚念ではないし、人聞が白期 ることカすできるねJ

能性はないし、賜物でもない。人はただ無から始めることしかできない。すべて ら

られている心人辻、ほかのどのような人間をも、模範としたり、横散することはできな

後にあるものは、無である日 [1なしJにおいて言われているように、生が可能となり、それから

いなし

思し、

と視線が向けられるI唯一 Aのまことの判例 (Prazedenzfall)があるだけである。そしてこの判例は、

は、この特例の中で生義、告らこの判例であること

り、未来の中

カリフラワーではなく、 T格的に白

ものも明瞭な神意のqlに存在しては

るものではないのであるひしかし、人聞は怯界の中に、自分自身を

まれたのであるりそして r1') rtlに生きよとの判決jがjごされている o r人生

きる以前において人性は無で為る。人間は現にあ与、生き、

人間は行動することがIH来、

サルトルは自分の実存主義は、 [1安全主義ではないと言う。また、

されない唯一の学説であるという。「われわれは人間界を、物質界とは区加された諸価値の全体として

構成しようと望むものであるj。彼の実存主義はまた、悲観主義ではない。むしろ、人間の自由へと指し

としての人文主義的な来観主義であるのだが、決して瀧蕩主義ではないのこのところで、サルトル

15 



争中における誤用、虚無的なもの、天界!論の挺IJfl

は誤解されてきたのではないか、とバルトはいう。

サルトルは、自由の概念を終始責任性として理解されなけれiまならないと言うのでは、誰に対して責

を負わねばならないのかのサルトルは、新しい人民ということを掲げる。新しい人間は、主{本的な行

為の中で、すべての人間に支柱があるの|各人はみずから選ぶことによって、全人類を選択するム「あれ

かこれか、そのいずれかを選ぶのは、われわれが選ぶそのものの価値を同時に肯定することであるJ。
を選ばず、善を選ぶj。それは、結局、サルトルは主観主義ではないかとの非難をうけた

を|一貫し

-八世紀および a 九世紀の吉し

ふさがれている。

バルトI;:L実存主義者たちは、晃る日を持っていなかった。

のは、この現実の虚無的なものではない功丁度、彼らがft定し、

し、述べ伝えたも

らが無視し、また、

5.臓無的なものの現実性

バルトは、これまで、 なも

あるか (Wasist wir局klichNichtige?) 

先ず、この

ないようにと解説するの

きたりでは、

たいというの

¥てているの

なものと

ら、本米 る)

というのは、ただ、神とその被造物だけであるのしかし、虚構的なものは、神ではなく、被造物で

もないひそのようにして、虚無的なものは、「あるJことはできないりだが、虚蕪的なものを、

(Nichts)であるときめつけることは、性急なことであり、この問題を骨抜きにしてしまう。神は

なものを相手にするの神は点無的のものと戦い、克服する。従って、虚無的なものは、否定

することのできな と存在をもっているとバルトはいう。

(2)しかし、悲情的なものは、単純に、 fないものJ(nicht ち、[神でないも (was Goot 

nicht 、[被造物でないもの (wasdωGeschopf nicht とjuJ刊ではないの神は神であって

(Gott ist Gott)被造物で、はない (nichtlJeSich()O台。この!なしづ(民icht)は、神の完全世:に台まれ

ている日また、被造物もそれ自体J;控訴的で、あるということはないぐ〉この事から、

(Scha ttenseite)が構成される。この桧の但IJT到において、被造物は虚無的なものと隣接している。

なぜなら、この rNichりは、神の積l"J~的な意志、選び、働きの表現であり、そ

この限界を越えてこの慨界に悦入すると、 m無的なものは、

は、虚無的なものではなし

虚無的なもの辻、

の対象をもっており、

の開には、いかなる

とは全く述q たん?で神の前で、自

にとって見出しうる現実存在をもっていないの被造物と

に近づき持る関係も成立していないの疎かに

に被造物との出会いのけ1に と

てだけ、明らかになるのである υ 人間 くことによゥて、

16-
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るのである。

ものは、神のようき'

だけtf市:する。また、

るのすなわち、創造の

取知的な

Ftま
日Z

(Die reale Entsprechung des gottlichen 

なることができなし

退避する限界であるのただそのように仕)jで、

そこではi昆沌とは、

らせ、自IJm者ι

されている人間の揮は、単純に神が欲しな

かった定義の正さを確認しているのであるむ罪は、非現実としてしか存在できないのしかし、

の非は、虚無的なものの事実的な子炉伐を確認している。人間は単に、患i知的なも

けでなく、自分自身を故知的なものの業を行う行為者になっているのそして、出沌の子にi詰った人

るi設に、神と

によって

るり

(5) 

の 性情は思であると

、選び、創造、

拾てられ、

みの行〉にとして!主~的なものは、忠、転倒したものである日従って

入信]に対しても中立的でなく、

び忠として

して、卒中と人間と

-17 

においてだけ

によって、虐無的なもの

史の中で積極的になされた

出来ず、神の背後に

るむこの事柄が、キ

(Privation) 

神のj芯みは、

とし

、秩序づけて



ノtルト神学における摂用、虚無的なもの、天|主i諭ぴ)版開

去政 身の事柄である

を脅かしてしてし、る O しかし、

いるのであるのまた、患常的なものは、罪の形態において、

において、人間の苦しみと窮迫である。しかし、それらすべての形患において、神ご

であるひ持は、人聞の窮迫をご白分のこととして引き受けられたのである。あの創造において明ら

かとなる分離の逆行としての、即ち、混沌の絶滅としての神の恵みの勝幸IJが、人間に対する

係の雌史である。神だけが人間の栄誉を守り、人間の主主し Eを保証することができる。人間は、!松無

的なもの克司員することはできないのである

;土、人需が虚無的なもののi議きに場所を与えることによって、神のようであろうと

ろうとし、神の忠みによってt!:.きょうとせず、神との契約の中に踏みとど

まみうとしなかったことが記されているり人関が白分から車禁的なものの7主人になろうとするなら

ば、また独力で証的なものと会話を交わし、やり合うとするならば、その時、既に底無的なもの

に屈服し、その手に陥っているのである。

なものの手に結っている人間の事柄を、神ご在身の事柄とされたということは、

な忠みの秘義であるの神のy:lには、ただ成存在的なものを百定する余地しかない。神は、

に渡って力を繋ってされたのであるり

えることができょうかの虚無|均なものは、神に対し

神の憐れみと真実を忘れてはならない。神i土、

と関わられたことを看過しではならなしーのこのことが、

ることができょうか。

として、人間の契約

に対する

るり

ものとの対決のrtに身を投じら

されているだけでなく、既に破滅した状況の中に身を投じ、 tm深い

公に言明されたり今や神は、この蕪力な、不実な人間と契約の若手史を開始される

くなられ、その悲惨さをご日分のものとされる。なぜなら、人間に対する

もないからである。人間は、神への信頼と神との契約の中にあくまで踏みとどまることだけができ

るのこの信頼の中マ、神の劫けを選ぶことで、人関は虚無|持なものとの対決的な取り組みに、参テ

することができるのである。神がご自分の名詳の問題とされるのは、言うまでもなく、

であり、その正義のためであるり人間の罪と ~W過、背しみと i水i窮を、神はご内分の問題とされたの

であるの

決定的 なものは、いかなる存続 (Bestand)も持っていないり fljlはただ単に、 {f

なく、すべての存続の根拠、本費、総内容である。そして、人間辻、

その有|浪性全体のIf'で、存続

存続

、いかなる

のは、ただ、

なものは、

ている口

ている。人間は神との交わりの中で、水洗にiJ支って約束された

なものは、ぞれが神によって創造されないことが時かである I~~

ていないのそれはいかなる実体 (Substanz)も持っていない〈コ成蕪的なも

さを t~，f っているだけであるのそのような仕ん‘で、成栴的なものは fある J (ist)口

物おいて、神の鋭速な業 alienum)の対象として、む在、

、怒り、裁きである円それは、

するけ

なもの と

イコ二スの

を、ご自分のみ子において、ご円分を犠牲として

と|判明状態をご什分のものとされたのである。神は

いけの担い手となられたり神は隙遠な

-18… 
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も恐ろしいイエス・キリストの死の中でこそ、一度ですべてlこ波って力を振るう

行され、それと共に、対象のないものとされたのである。虚無的なものは、ご自身を抵くされ、在

ら人間となられ、従って!詮無的なものの力に身をさらされ、それに立ち向かわれた神にたいしては

できなかったの車祇的なものは、神との出会いの中で、いかなる存続を持たないという定

めを全うせねばならなかったむそのことがイエス・キリストの死において起こった、

救いの中で及んだことである。神の本米の業 proprium)のn標辻、神の

の終わりである。神が百を語られた後、もはやそれを語る必要はないのそこには、否定さ

れたものはもはや子炉存.しない。また、神の左手にいたものの忠鵠の真理も、無力さの力も、無:意味

さの意味も、不可龍さのねJ能性も、神の右手の勝手IJのI!Jで取り去られるのまさに、そのことが、イ

エス・キリストにあって、

るのイエス・キリストを念頭において、人は成期;説!なものについてどういう意味でも、それが、な

な存在を持っており、実際に恐るべきものであり依然、として末来を持ち、

し、災いを引き恕こすことができるということはできないので、ある

なものとは1ilJであるかりキリスト教の信仰の認識と告白の中では、部ち、イエス・キリス

トの魁りを振り返り見つつ、その手}臨を望みつつ語るならば、ここで、ただ一つの答えが与えられ

うるだけである。虚無的なものは、古きもの、言い舎かし、危険、破滅、占い奇'1京なもの、

さわしし

、イエス・キワストの死において、ふ

イエスは勝手IJ者であることによって撃退さ

れ、片づけられたものであるの る必要はないのわれわれの世界意識と

自己意識は、ょ設紫的なもの

ょうか。ここでは、ただ…つの前捉し

り、片づけられたということについて何を語ることができ

4 なりえないりそれは、イ工ス・キリストの姓り

り返り見る 見る視線、即ち、

によっ 、キリスト教伝lilJの視線である。山

そこで、人

ものを、

ゆキリスト教信仰の服従の中で考えるならば、人はただ一つの白山、虚無的な

られたものとみなし、新しし主主主ま与をなしていく立由を持つだけである。この意味

中で考えることによってのみ、福汗l土、

ることができるむ却ち、開放者として既に来られ、

のt'f11Jの使信として、世に;員ちている

して、慨に宣べ伝えることができる u ところで、この現の初めに、

てのえ何日の領域における暗い異物 (Fremdkorper)として表示したり E霊無的なものは異物として、

父としての支配の管轄のもとで開解することがで、きるのである。バルトは、結論として鳴っか

の花を述べたいというの

なものの問題は、光ず第ぺこ、言rJj長持と を

れる。ここに、

ないのではないかねあるいは、

出して、明らかに善いと呼ばれることはでないのではないか。また、人間

この要|珂と直面してiりjらかに不完全なのではないか。あるいは

したら、ただ制限された立味で普いのではないかの創造許と

とn¥出して、二持い共存ではないのではないかり

るに当たって立てら

つの妨害し破壊する

る。神

と

ゆ人しかし、

この

しかし、このようなili行、を立てる時、どこになをおいているのだろうか心明らかに、そのような

いは、創造荷と入時の間の関係を、神の支配のもとでの一般的なi吐界の出来事を、抽象的に、い

19-



神学における摂理、 E霊無的なもの、天i持論の展開

わば外から考察しようとする時に問うのであるの一体誰が、 ら出発するように命じるの

かり

背の正統主義の教義学は、こ らIH発したことによっ

単純なキリスト論的に考えるという可能性を何ら出いず、むしろ、

を、否定されることのできない、虚禁的なものの現実を通うして制限されていることを、あたか

もそれが哲学的概念と取り組んで、いるかのように、取り扱ったのそれ故、背の11:統主義は、最無的

なものの本質、その認識、その根拠と性格、その克服に関する神学作業も明らかな討明およ

バルトは、

という。 tmち、ニ

キリストにおける

裁かれ、民較され、

つことができ、

う概念を思いたり神は、

られた存在の中で、

らではなく、 に瑚解ーする

いての答えは、聖書に証しされている、イょにス・

出来事においてであるのイエス・キリストにお汁る神の憐れみを通うして

られたことが特示された。それは今や、

、除としてあるだけである。それは、ただ、

もとにあ号つつある

なも

る。廿の教義学は、「許容J
として、あの見かけの妥当性を

として自分を注目すべきものとしていることを

しなければならないことを言わねばならないとバルト辻いう。

とし、

的なものは、神を震いする者にとっては、すべてのものが招鵠いて主義とならねばならない口それら

のものに属しているということについて、気が配られていることを

る。 (;35)

j主

三.神と主舞的なもの

之. 1設難的なものの問題

ることが重要なことであ

K.Barth Wie Kirchliche Dogmatik .i逝 3

(2) a.a.αS.328 

Verlag UG.zollkon. Zurich 1950) S.327 

( 3) a.a.o. S.329 

a.a.o. S.333 

5) a.a.o. S.334 

3. 難的なものの誤認

6) a.札o.S.334 

(7) a.a.仏 S.337

( 8) a.a.o.8.339 

9) a.a.o. S.342 

4. 虚鋭的なものの認識

a.a.o. S.342 

(11) a.a.o. S.343 

(}2) a.a.o. S.344 

(13) a.a.o. S.346 

a.a.o. S.349 
(}5) a.a.o. S.351 

(16) a.a.o. S.354 

(17) a.a.o. S.3日S

(8) a.a.o. S.360 

(19) a.a.o. S.362 
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(20) a.a.o. S.368 

(21) a.a.o. S.369 

a.a.o. S.384 

(23) a.a.o. S.385 

(24) a.a.o. S.388 

(25) a.a.o. S.390 

(26) S.392 

(27) a.a.o. S.398 

5 j.転無的なものの現実性

(28) a.a.o. S.400 

(29) a.a.o. S.400 

(30) a.a.o. S.409 

(31) a.a.o. S.411 

(32) a.aふ S.416

(33) a.a.o. S.420 

(34) a.3.0. S.422 

a.a.o. 5.425 

四.天盟

に関するバルトの救説は、

るのここの明論も「

人間

der Himmel) と O~之ぷ。 そのート

リムして、客観的な

と出来事に

弘前学院大学文学部紀要 第付サ (2008)

、fJ詮無的なものjにつづいて、〔被造物)の教説で域り上げ

る。バルトは天史論の要冒を次のよう 2物

Welりを白分のものとして要求するゆえに f夫凶J(Reich 

は、天使を選u¥遣わす。換言すれば、神の意思の啓示と出

、それに、神と人関の忠実な力強い僕として同梓・し、

混沌のもろもろの形姿と諸力に和対して、優越する誌張り役をつと

める天使を選び、 されるのである (1) 

1.天使論の限界

ノ¥}レ を論じるにあたって、以下のような疑問 る。それi土、これを取り上

がある また、正しし えられるのか。正しく容えることができた

としても、キリスト教認識と'立教にどういう成果があり、キリスト教的生 CchristlicheLeben)にどうい

う利益が期持されるのであろうかと。いずれにしても、人l之、必然的で、確実で、救いに役_¥'{つキワス

教的伝達の対象で、教会教義学の対象であることの誤界の中にいるの摂界とは、天穫の概念でもって、

神とも人間とも異なった、神の子言葉の本来的な、中心的な内容とは異なった一つの現実を表示すること

ち、 k1i吏論の問題、天[í] としての持の問の性格及び神の天ft~ な使いの意味と課題は、

られた教義学の課題とは諌速であるという問題と境を接している。この境を越

えて一歩踏み出すと、不薙かなもの、 f立i壊なもの、転倒したものの領域にいることになる。フミ慌につい

ての教えは、予定論と創造論および人間論とは全く違って、いかなる開有な窓味も i今持も持っていない

のである口天使は、本来的な、白主独立的な主体ではないっ天使たちは、ただ、それらが持と人間に身

を向けつつ、また、イエス*キリストの入轄と業に特別に属している所属性の中で、神と

りつつ存在するか天使たちは、その被造物に対する神の支配についての考察の中で、共に考察されな

ればならなし

バルトは、これらのIHlいを念蝋において、いくつ な、 を取り
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バルト神学における県湖、虚無的なもの、米同議の民間i

るの
、ー
」ー・ 中に、天同と

げる限り、何ら

りe 卜

(etwas zu wissen)と考え

ることはできない口人は、ただ、聖書的証人たちが、 を知っているという事

実から翠り上げることができるのであるりJ.カルヴァンは、 さ

れるもっともらしい論拠とか、存在するものの段踊とその全体を

か、あるいは種々の経験などによって基礎づけられるのではなく、 明よって、

と

明書の長によって、基礎づけられるJという

(2) 

らかの模範に くのではなく、

=ている天使を知解することが問題であるつそ

かじめ fj-えられている

として

また、 fnJら

づくことはゆるされないり 争(いての教えは、主望書の中

中で、理解するよう課題とし

ところで、天使は、聖書の証言の中で独創的な形態をもっている。 キリスト教信仰

をそそるもので辻

を見て取る部察を開

とかやり抜けるかも

の対象に属していたわ天龍たちは、決して馬鹿げたものではなく、

ないの聖書の中で、認識されるのは、天告たちは、キリスト

示する。教会とその官教辻、その信仰の次元なしにも、神の忍耐のもとで、

しれないのしかし、もしもキリスト教会が、こ 中で、見て

取ることがゆるされるならば、教会にとっての怠義は大きいっそ ¥天使につい な

に、注意と努力をむけなければならなし

トマス・アクイナスについて一元及する。 トマスは円~I?大全j で、

ついて次のような出 JTで展開上でいる土いう円天使たちは肉体がなく、物長的でなしゅt自立に、不可

に斗たって、可祝[ドjになる肉体をとることができる。

を身につけて、対応するにすぎない。 披らの認識は、神の認識のように、彼ら白身

なく、掲の百葉の…ゆっの行為のを必要とする{えって、神のようき令

ものを認識することはなしL また神のように、人聞の心の内部を認識することもない。他点、彼ら

、受肉の秘義について、神の特別な秤示を通して教えなければ

えていたのである。トマスは、アウグステイヌスの、「天使がする認識は、先験的な

と経験による認識であるJという教えを受け入れたの天使たちは、永遠から

はなく、蕪から天体の最も上なるも

と導かれ、動かされるには十分ではなし

を昔:に I~lj かつて整える整合という形で遂行されるりしかし、

-22-
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らない具体的な道に関する特別な教示の形で巡行されず、むしろ、神は人間たちに天使を派遣する

永遠の留においては、人間辻、いかなる守護天使を持たず、むしろ支配する天龍を持つであろう口

アダムも、罪なさ状態において守護天使をもっていたりただ人間イエスだけが、

な関係のゆえに、例外であるつイエスに直按t身を向けている天龍たち

える別天{吏でしかあり得なかゥたり

バルトはアンセルムスの「ワレ支持解センガタメ二信ジルJ(Credo ut intellingam)を

バルトは、ごか重の意味でこの対象を適用してきたという。先ず、 rワレ告ズJ(Credo)を

通して、即ち、信仰がそれと鴇わり依拠している聖書の証言を過して、天使を問題とする場介も、

‘つの

レ

その時、

キリス

られていることや争)こ

ら立てられ、着手されるということである

問題があるり神学は、ただ、神学でありさえすればよしh

排他的にひたす

欠くことはないの

=ものとなるであろうの入品、

さずに、よく注意していなければならない。

慣は、天使について、実は何も報じていない点がある。開え1;1'、

まれていないのであるから、

についても本来的な

、神を{言Cる敬!業な意識の

と矛盾することがなく、 について、 i彼ら

と し
い につい

についてのいかな

うに天使についての独立し

かっているだけである。それi吹い、天使たちを独立し

した理論の独\'r~ した主体となることはできない。

bもない

とし

人間についての教えもないよ

る。ただ、神から人間に前]

されることはあり符ないし、

ところで、パルトは以下のような問いをなげかけるむ 一体、われわれは天使たちをどうしたらよ

いのか、天使たちはわれわれにとってどういう怠昧を持っているのか、一体天使たちは、われわれ

に関わる神の古葉についてわれわれの坦解にとって、われわれの信仰にとって、われわれの世界後

等を持った世界のけlで、意味を持っているのかひ従って、われわれの現実存在を念頭において、わ

れわれの時代と環i壌の小さな、また大きな出来事を念:蝋に置いて、重要な、実際に注意を払うべき

るのかりバルトは、それは、まさにそうであるほお istes ja という。(いまさに、

あの、聖書の11'で託しされている、神と人間の問の庁長史こそが、われわれのtu:罪、時代、環境のた

だ巾において関わる神の言葉であるむまさに、われわれがあの樫史に参与していることを見いだし、

自身あの歴史の中に引き入れられているのを見いだすことが、キリスト教信揮においては

地上におけるすべての出来事の中心、秘義、意味であるということを、

に関わっているならば、ぞれは、キリス

りうるであろう。天使の現実存在は、

一図的な期連，[主の中にす.っているならば、

しているのである

しではならァ、

もし、われわれが天使を余計なものとして

~Il で力

と官教

paupertatis)とな

な出来事との

と関

わなければなら

スルコト Ontelligere)にまでこないであろう口そうでなければ、すベ
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バルト神学における摂開、 1設拘禁的なもの、米関論の誕;語

、H愛昧に、豪識すべきものに、余計なものになる c そうでなければ、天使論は、あても

なくさまよい、もっとも深いところで必裂のない空想、が問題となってしまうだろう。

バルトは、この頃を、 ~IJ惑の身振り (Achselzuckens) で、天使論の導入を締めくくるのが相応し

いとし寸。 シュライエルマッハーは、 fl日約喜望書の諸書の中に全着している天捜信部i止、新約聖書

の中にも入り込んでお持、一方では、何も不可能なことを白分白身の中に合んでおらず、キリスト

教の古葉の111に現れてくる」。また、子天領について教説として:主張されうる唯一のことは、

ちは存在するとしても、われわれの行動のfJ:方に対して何の影響も及ぼすことは許されないし、天

使たちの存在の啓示は今ではもはや期待されることはできないJと述べている

この者え11は、ある特宏の再官から成今立っているとバルトはいう O 近代の教義学者たちは、天

ヒていないのであるの

むしろ、後らは、天使たちについて語る時に、不機嫌となり、いらいらしてくるのしかし、ヘブル

書13草 2第の旅人をもてなすことを忘れてはならないりなぜなら、ある人々は、気づかないで御使

いたちをもてなしたからと、百われた時、われわれ神学者たちが、ある離の気づかしさをもって、

ちに、懸命に、自分たちの f信保論jの1討を閉ざし、天使たちを梓としてもてなすことがない

よう考えている

このような否定的な態震の根拠は、1PJであるのか。それは、天使などは、救いの信仰にとって、

もよいものであり、余分なものと考えていたからである。キリスト者は、ただ神の現臨およ

とだけ、家り組まなければならない。その上にさらに天使の必要があるのであろうかむ

神を信じるように、天使を信じることはできない。天使は、われわれの敬提な経験とある

中になどということは主揺することはできない。

バルト品、この「天使論の臨界Jを知識として受け取った後、事柄そのもに立ち うことができ

のであるを[天居jという現日

2.天冨

持と人間という概念を惑して表示された二 ちの思惟と

中にその正搬な対!与を持っているc 人はただ、

ち、天使が神の業と啓示との関連においてあることを、この二通:の弁

理解することができるのである

のことを語るのであり、この意味と理解において人間のこと

は、また天

ことを語るのであるの

ゆかなった、キワス中で考えるならば、既に天使という、

るのなぜ、なら、神と天の間の、ぞれから天と地の なこととして神と人

間の陪の関係の中に、天使はその詩定の場所を持っているからであるとバルトはいう

持と天i止、問…ではないし、また、同じ本業ではない。イエス・キリストはその人格において神と

ーであり、神と…つの本費である。そのばか持者も、何物も、また天も、神と同一で、はないの天は、

と共に、神の被造物であり、神の言葉を通して無から存在の中へと呼び、討され、神による

してお γ 、

出の関係の、一つの対応が、

て、地と人聞に相対して一つの高さ

このこと誌天について語られる

をtキつものでもなく、た

るのそれは、天がただ単に、地が

にある。そこには、天と j血の開の関係と、おIj

るのその類似とは、天と天使

しかし、このおさは、

に相対しでもつ至高性と取り替えることはできないり 本来的な栄光は、
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イエス・キリストにあって、地と人間のi埜話を引き

義はそのように大きいので、イエス・キリストの

この---~人の方がすべての人間のために約束の中で、

るという中で示される。この創造者の栄光の秘

と

く、逆転される。立1]ち、地の卜にいる

者との交わりの られるのその1/1で創造者が自由な、選ぶ愛は、

も高い神のJ至高性を、あるいは神の下にある天と

トにあって らしてはかろうとするならば、 i百九

ることになる

とiま異なり、神によっ (Welt)という

っていない、とバルトはいう

は、

を

だ

は

「天と

るイエス・キワスト

と地Jであるということの中

るり

されている。天は、勿il命、神では

したのではなく、[初めに、神は天地を創造さ It上記 l市1 のである。

された(詩編96. 

ミように、天よりも高く、あくまでそうであ

りつづけるJ(ヨブ11: 8)。ぞれ故に、イエス・キワストはもろもろの天の上にまでー上ら

4 : 10)、「ぞれ故に、天も、いとi告さ天も神をいれることはできないJ(列王 L8 : 27)、

びるであろうJ(マルコ日:31)、「天も地も、その御前から逃げて行き、行方が分からなくなっ

: 11)、そして神は、新しい地を祭IJj去されると同じように、「新しい天を創造されるであろうJ(イ

ザヤ出:口、黙示録21. 1 人ぞれ故に、「天を拝むこと

それらすべてのことは、暗暗狸に、またはっきりと

も縫いなく被造物である(口マ 8: 39)、{立も主権も、

られ、詩11子によって造られ、錦子のために造られたのである。

あって成り立っているJ(コロサイ 1-15以下)それらは、それを押むことは、

日未するだけの天の「万象jである (rfJ命記17:3、列王 F17: 16)。黙示録22章 8能以下に、以戸ドのよう

な場耐がある。「わたしは、これらのことを聞き、また見たヨハネである。聞き、見たとき、わたしは、

このことを示してくれた天使の足もとにひれ伏して、拝もうとしたのすると、

?やめよ、わたしは、あなたや、あなたの兄弟である

ちと共に、仕える J持であるの神を礼拝せよ Joまた、 [24人の長老は、

れ伏して、世々眠りなく生きておられる万を礼拝し、自分たちの討を玉悔の前に投げ出して uったの

よ、わたしたちの神よ、あなたこそ、栄光と誉れと力を受けるにふさわしし

街l心によって万物は存紅し、また右IJ)告されたからです J。コ口サイ 2章18節では、

の教師たちによってなされていた天使礼拝に対する警告が述べられている[偽り

ふける著から、不利な判舗をトされてはなりません。こういう人々は、幻ではたことを頼りにし、内の

、によって根拠もなく思い上がっているだけですJ。聖書のrftで天告について明らかなことは、

被造物の慨にいるということである

しかし、天と地の問の lx:~1jは、創造者と被珪物の問jの 1/別、長IJ ち、神と人間の関の沢号IJ と!可ーではな

いり天と地の区間辻、上なる

あるく〉それは、神と

、点;配者であり、

と下なる世界があるということである心それはただ、反映するだけで

な、厳格な_1:.方とド)jを反戦するひ創造者なる持は、被造物の主、

るということを度外視し ならば、そ
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バルト神学における摂賄、虚無的なもの、天持論の展開

れは?;?に抽象でみる。ここから、 る、 ~f] ち、天と地に対する と

しなければならない合天は、聖書の世界像の中では、神の啓示と業について、いつも

り、地に対して「諸市的にJ(hierarchisch)、上に秩市づけられているつ人は、この概念を月1いて、

啓;Jミと:業について明らかにしなければならないの

天は、地が人間の領域として存在する時、常に存在ミし、従って、人間の領域のゆずり渡すことができ

ない向かい合いを772i去っている。投々の領域の中で組こっていることは、

し起こっているので、ある。ルカ

く、また天に対しても、いや、まず第一に米に対して、それから

を詑すので為る口また、経代下28:卒 9箆には「天に達する拭

し、上なる天は韻く J(エレミヤ4: 28)、

天と らない(Ill

るO

にkって把腕できないこと、速いこと、疎遠なこ

人間の領域である。即ち、人聞が昆、把握し、歩みよ

ることの領域である口ところが、天はそのようなものではない。天は、地と議ゥて、

えない被造物の現実として、不可視的な仕方で、把握できない、接近することができない、自由

ることができない相方であるの

バルトは以上の記述を、ニカイア告条の定義に倣ったとし寸。芸11ち、地と:天を

るものJ(ominia visibilia et invisibilia)として表示し、全能の神はそれら

表示したり (12)この表示の仕方は、それら何者の関係についての型書的な定義と、 して

に対して苦かれた誤界の総内符である口 ー高さは、

ミということ「天が地を出く紐えているように、わたしの道は、あなた

たちの道を、わたしの沼は、あなたたちの思いを、出く起えている。J(イザヤ55: 

いつくしみとまことが、 したものであること、あるいは、神をおそれる

が瑚解を絶したものであること を、比較を通して明らかにするの

天は、人間にとっ るように見える

て教えようと望んでいないりまた、

かい合う相手としての天も、

天と地そのものと関わっていないことは明らかであるり向

としての天も、持の行為と態境についての託弓の脈経の中

めて決定的に明瞭になるのである

此処で問題となるのは、

れは、また、天と

る

よれば、神は、|天と れて

いる故に、 Xというものが何であるかを、いくらかのことを正しく考えることができるの

バルトは、先ず地から始めたいという。(14)地と;まやJかり地i土、神の行動が妥渇する人関の場所として、

明らかに、この神的行動の最終的日襟 (terminusadなuem)から出発する場所であるの地のために、神

られたt!そ界へ身を向け、地上において神の真実は遂11:されることを望み、地上において掲の同は釘

にいるからである

中で見るならば、天は、持iが人時に対して、人間のために、人関と共に活動する

る神の{京大な運動が、 j去られた|世界の内部で、の通勤であるな

しかないで、あろう。神か、あるいは

もなく、意味もなく生きることになる合キリスト

者の出会い、和解、交わ与の歴史である

そがポであるつ天は、根源的に、

、一つの 111:

もあ

こり、 i山j

IjJで、特有の領域をもっている。その特有な

、すべての、地上における
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が天から地上に来て行動される。天は、地."，における、神のすべての表示と啓示、すべての言葉と

出発点である。それ故に、天;ま地よりも優位にあり、より高く、地以上のものであるひ

天とは、この天から、神の n~1がわれわれのところに来るということ、

が、民間 (Himmelreich)なのである。

て、神の来たりつつある御国

バルトは次に、マタイによる福奇書に記されている、天国についての釈義をするの

(向σlAεiα〉という言葉は、新約期書では、市IJ度や状態や領域ではなしむしろ、干蜘の

をi換しての

と言表されるときは、二七の人格とし

いないりまた、「父の{範囲jと呼ばれることもあるの主の祈りでは、「あなたの

られているのマタイでは、神が支配されるところでは、 7くも運動の中にあり、

るO この意味で、神の同は、「天!:R1Jと時ぶことができるのであるの天の揺が「近づい

ち、地上に、人間の領域に来たということは、次のことを含んでいるりそれは、地

語り、行動の中で、天の超地上的なもろもろの1可能性、照明、力が現実に現れ、

になったということである。

こり、あるものは啓示され、ほかのものに

(マタイ 13. 

されたままである

とは、地上において出米事となって起

な干失序のことである。しかし、

れらの奥義は、どのようにして人需の視野の中に入ってくるのかりそれは、自

の中で反映されて語られる。天岡としての神の国は、「良い種J(γタイ 13: 

「ノ《ン種(13: 33)のようで、あると語られる。あるいは、「僕たちと決算するモ(18:、「ぶどう

掴の管珂者J(22: の警えのまた、 f天爵のことを学んだ学者J(13・

ることJ(5 : 3) 天国でアブラハム、イサク、ヤロブと共に宴会の席につ

、「夫同で最も小さい者J(5 :、 I.番偉い者J(18: 1)、「天同を激しく襲うこ

とJ(ll : 12)、f天同を期ざして人々をはいらせないこと (23: 13)、それらはすべて、マタイ

は、確かに開戦及び比除として、しかし最高に現実的な内容を持つものとして、理解されなければなら

ない表現である O マタイでは、門事の国jは「天間」と呼ばれており、提って、終始、ただ単に超世界的な

固としてではなく、一つの世界的 (kosmisch)な固として表ノβされている。神ご告身が、地上において

り、行動し、描けるために、地上で、生きる人聞のために、地上で、生きる人間と共に、立ち上がられたり

卒中の岡がそのように我々のところに来る時、神の出は、地

上において天同という性格を持つようになる 事おいて、まさに「天間jという

言い換えを通して、ただ単に神的な意味において な意味で、

入って来た r~l~ として記述されている(17) 

次に取り上げなければならないのは、世界の中で行動する+.として である

ということである。天は、まさに神の場であるということを、積極的に語らねばならない。

人は主の者りを、 f天にまします我らの父よJ(γ タイ (6: 9)と語ることなしに、折ることはでさ

ない口そして、このことはそれから繰り返し鳴り響くの fあなたにこの事をあらわしたのは、車肉ではな

く、天にいますわたしの父であるJ(マタイ 16. 17)、「もしあなたがたのうちのこ人が、

ついても地、1'.でι、を介わせるなら、天にいますわたしの父はそれをかなえて下さるであろうJ(マタイ

18 : 19)、「神を殺し、…せよ。こうして天にいますあなたがたの父の子となるためであるJ(マタイ 5: 

45)等りこれらの文章の中に出てくる「父jという言葉を真剣に受け取ろうとする会らば、どうしても、

に受け取らなければならなしh しかし、その時、人は、神がその場所と

にjいますということに出会うのである口天は、その方の「型なる栄光のすみかJ(イザヤ

るかまた、「わたしの父の家J(ヨハネ14: 2)から地上にあり、地上で起こるすべてを昆

られる(詩編14:2、ヨブ、、28:。それ故、「見よ、今でもわたしの証人は天にあるのわたしのために

保証してくれる者は高い所にあるJ(ヨブ16: 19)と誇ることが出来るのであるゥしかし、
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神学に必ける棋士型、よ主無的なもの、天国論の疑問

は、天に、神の御座がある、あるいは、天そのものが、 2 : 4、エゼキエル10: 

1、イザヤ66'1)という見方である。しかし、 ないつむしろ、神

が職務を司る場所である(詩編103: 19)、

イエス・キリストを、ただ単に:どから来られ、天に土ってゆき、天から、神の完結的な

として再びこられるのが侍ち望まれている方としてだけでなく、そのところにいます方として、

述することによって、明維に記している。「天から下ってきた者、日11ち、天にいます人の子のほかには、

だれも天に上った者はないJ(ヨハネ 3: 13)、[このように、あなたがたはキリストと共に匙がえさせ

られたのだから、.1-.にあるものを求めなさい。そこではキワストが神の右に注しておられるのである l
コ口サイ 3: 13)。この

しかし、キリストは、

jJを持ち、 h1史し、

き主として、

ているむs!!t定

とか天はどこにあるのかりそれは、キワストが、し込ますところである。

怖にしておられる。 f堕するJということは、「締惑につくことJ、従って、

ることを意味している。「神の右j とは、聖書の言葉の捜いH~こよ

jは、その全能の義とあわれみのrflで、

て、行動される神ご自身ということを意味

られjと書かれているのは、イエスは、神が行動され、神が

られた方であると語っている。使徒百行諒 5 はイスラエルを悔い改めさせ、そ

を赦すために、この方を導きず-とし、救い主として、

動の対象として、その主体とされたことを意味している

られましたJは、あの神的な行

また、{神のおjは、神のむ側、長11ち、神のおi別の場所ーということも意味している口ヘブル 8章1州、

2節では「キリストは神の御叫にJBそした、 γ タイ26章64節ではけjある者のギ1・にFしたJと言われて

いる。キワストが神の一七-にいますということは、キリストは樟の直接近くにいまし、神の行為に

ず、かっていることを意味しているのここにおいて、神はキワストが全権をもって神の右に出られること

によって、神であることを、しかも全能の、生ける持であることをやめず、むしろ、神がキリストにあ

の絶対主権性を与え、キリストの王としての力全体へと任命することの中で、神であ持、しかも最高の

活動の中で神であられるのキリストの王としての力は、神御自身のご行為以外のiまかの行為ではない。

神がキリストにすべてを委ねることによって、神は御白身に対して何の損害も受けず、何も奪い去られ

ないのそれどころか、そのようにしてこそ、神は全議仕方で、ご自分の栄誉、ご自分の正しさ、

目標に主るのであるむキリストにあってこそ、神;主力と尊較さ全体の中で最高であられるり父

と子は、吉代教会の三位本論がそう理解されることを欲しているように、一つの神的主鉢のニつの

であり、一つの神、一つの全能の意思、一つの永遠の義、慈愛、憐れみ、その主体が父で

ある。そして、父が、そのようなものとして、まことの人問、地上で生まれ、苦しみ、死ぬために、地

j-に来られ畦られた るの

バルトは、ハイヂjレベルク信仰問答の問49を引用する。「キリストの舛天は、われわれに、どういう

を、うえるのですかり答え。第-に、主が天において、神のみ頗の前に、われわれの執成しをする者と

なってドさることですり第三に、われわれは、主が、かしらとして、そのえだであるわれわれを、

分のもとに引き干上げて下ざる、疎かな担謀として、われわれの内を、天に持つことになるのです。第二

に、主は、み霊を、これと見合う担保として与え、そのみ霊の}Jによって、われわれは、キリスト

しておられる、あの Lにあるものを求め、地にあるものを求めないようにして下さる

ここで話られていることは、天そのものについての決定的な言葉であるむ

と教義学の対象は、キリスト教会の立教であるとバルトはうり川そして、宣教の対象は、地.1'.

りつつある神の国である。神の屈が、米間でああるとしたら、日11ち、米において始まり、そこか

らわれわれのところに来る神の王的語りと行動であるとしたら、その時、このモ的語りと行動の天にお

けるま会まり辻、この -.<.'-まれているつそ このこ
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とについて、全く知ろうとしないならば、

キリストが神の右に座しておられる天、

づくことが出来す、、知られていないが、

神辻天を、すべての被造物と

も、神の恭仕、自分自身完全であるの

同について、何も知らないのである O

、真空ではなく、無ではなく、むしろ、特定の、人が近

ら出発するのである O

は、キワストが神の右に産しているということを通して規定されている。天は、父と子が一つであられ

るという単主の被造物的な場所である。天がこの単，'1笠の被造物的な場所であり、また地上における

な由来であること、それは天の存在の特性である日しかし、

どのようなものであろうと、いずれにしても、服従的な存在である。天で超こる出来事は、地上でも

こるのであるの

バルトは、その例題として、

り、地にも行われますよう

に出す。「みこころが天に行われるとう

においても地においても、先ず起こるよ

は、神の意思が全宇宙において勝手IJを収めるであろうことを

となっているのは、

パピ口ンの上に突然起こる

りつつある恐るべき

りの裁きの多くの

徴の一つである。ヨシャパテの谷、 f裁きの谷Jで苦界の審判と、ユダとエルサレムにとって新しい救い

まる瞬間に、ヱルサレムから響き波る主の声で、ある。!日約堅書の天の終末論的な出来事は、新

いてもはっきりと取り上げられているの(マタイ24: 19、使徒吉打諒 2: 19、ヘブル12: 

γ タイにおけるあの「主の祈りJは、神の意思が天において決定されたことが、地上においても起こるこ

とを語っているのであるの

神の支配の時標は、地上における

して人関を日指しており、人間的な、

を通して規定されている。神の支配は、父および子の支配と

な庁警史を現存在の多種多様と動きの激しさを 11指している

恵みの支配である。ぞれ故に、

でではなく、もろもろのの啓ぷと実証、出

'くる。それも、唯 A の形態の中

られた 中で、神の

として地上にくる。

ノりレト i立、ここ

である。

上げる O そこでは、 f天」は、

もろもろの天体の上にある fおおぞら J、

る天が対応している。さらに、

るいは天の軍勢についてであるむ子万軍の主Jという祥の名は、

には出て来ない。しかし、サムヱル記と列王紀の中では出て来る。そ

中にも見いだされるのアモスとヱレミヤでは度々出て来るし、イザヤとゼカリヤには、支

名を通して排給されているのは、空虚な、あるいは形態のない天において、その

している神の表象である。ヤハウェ自身はこの名を通して、

として表示されている口預首者ミカの百葉は、まざまざと眼前に光景を

性に満ちている心 fわたしは主がその王座にすわり、天の万軍がそのかたわりに、名主に立っているのを

見た」。それは、主の指附のもとに立っており、出撃に鍛えて訓練され、装備され、:準舘された舞向で

ある O ネqlのwが天から、従って、天出の持搬を帯びて、人需のところ、地上に来る O そのことは、黙示

.11… 16で、

11節によれば

からは、説いつるぎが出ており、 16節では、そのももに「王の ~I斗という名がしるされている。黙示緑 4

まわりに集められた24人の長老たち、七つの霊たち、問つの生き物によって塾げられ

る、天における偉大な額栄は、黙示録 5章のほふられた子羊、ユダ抜の獅子、ダピヂの若枝が中央に進
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神学における摂期、段無的なもの、 Jだがi議の浜開

み出、あ じである巻物を受け取る。これらは、明らかに、天から る神の言葉

に従う随従を可見的にしている絵である

ヘブル書 l章民主主に、天間の本質についての定義が記されている日 rf鍔鵠たちはすべて仕える霊で

あって、救いを受け継ぐべき人々に奉仕するため、遣わされたものではないか」。これは、天使に相たい

してのイエス・キリストの経対的な至高f主を明らかにしようとする意同をもったものであるの天{吏はど

のような高所から来、どのような機能を行使しようと、またどのような威殺にあずかろうと、イエス・

キリストと比較おれ、イエス・キワストとの関採においては、結局ただ、この命題の中で表示されてい

る、仕える震でしかない。この命題には、天龍は霊であること、霊として仕えるという形容認がつけら

れ、遣わされたものという分説でもって特定の性格と持定の活動をもって、イニにス・キリストとi禾別さ

れている。天龍は霊であるという注釈は、 トマス・アクイナスの誤謬であるとバルトはいうりは())悪霊と

いう言葉があるように、この霊という表示の仕方をアクセントのないものにしておくことは賢明であるの

ここでは、仕える霊であって、聖なる務めを持ち、われわれには把振できないものの本質である口天使

の本震の唯一の構成要素となっているあの聖なる務めが、円申のみ顔の前で伏し拝みつつ立つ」という

える霊としての天使の存:在を白分白身の中に含んでいるということ、そのことは、黙ポ録4

ら引き出すことができるのエワッヒ・シックは、霊を「礼拝的な霊jと訳し、「霊を

むjということで、神のみ頬の前で伏し拝み、また仕えるということで、「世にあって、人聞に対する

と理解したの後辻、天使の二重の奉仕、日[Jち、札持とデイアコニアがある。大使にとって辻、奉イ1:

なく、礼拝のない奉仕はないのであるの

、詩編89: 6 、ヨブ記ら:1と日.15で「聖者Jとして表示されるている持は、彼らが奉仕へと

神によって遊ばれ、定められ、選び出されていると姥解しなければならない。天使の形姿をこのように

呼ぶことで表現しているのは、

が「警護者Jと等値されている時、天伎の「聖性jが、神的配斉iJに基づいていることと関わっている

だけでなく、同時に、救済史に積格的に関わゥていることへの指し示しているのである

: 7とヨブ 1: 6では、天使は「神の子A たち」と呼ばれ、詩編82:1では、付申々J呼ばれてい

るのこのことは、彼らが神に恭仕するように選ばれ、定められていること

ダニエル書 4京10節で「聖なる見張りの天使が天から持ってJと「聖持 iと

はただ受動的だけでなく、ま

おいても額縁的に関わっているのであるのヨ

lでは、天罰は「神々 iと呼ばれている

ちjについて語られている。それらは、

ているということ

門中の子た

ところで、 E聖書には、特定の名をもった天安たちが存在するのダニニにル10:問、 12:しょLダ9州、

7節では、天使はミカエルと呼ばれる。ダ、ニエル 8: 16、9.辺、ルカ 1: 19、26節ではガ

ブリエルと時ばれ、 トピト書で辻天龍はラフアエルと呼ばれている o ミカエルJとは「誰が神のよう

であるかjという意味であ与、「ガブリエルjとは「神の人jという意味であり、「ラブアエルJは、

した給うJという意味である。 桝々の天使の名は、犬においては、何ものも神に等しいものはなく、

だれも判!のようではないということの証しである

、バルトは天使の神への奉仕について取り

111然であるが、神はいかなる子助けを必要としないの従って、天使の f千葉を、そのまま

るような汗葉を語ることはできない。また、天使の業は、そのまま神の業であるようにはなすことがで

きない。天使は、地上の被造物を救済することはできないの後らは罪を赦すことはできないし、苫しみ

を取り除くこともできない。後らは、神と世を和解させることはできない。彼らは、 1をの審判者ではな
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い。大関はt設を臨iEしたのではないから、 t設に対して怒ることもできず、;恵み深くあることもできない。

らは、神と人間との契約を基礎づけたのではないので、その契約を実行し、維持し、更新し、

ることはできない。彼らは死に打ち勝つことはしないの被らは樫史を支配しない。被らは天的な被造物

(himmlische Geschopfe)である。天使が神の言葉を語り、神の業をなすのは、決して彼ら自身の言葉

としてではないのその時には、神ご吾身の一つの力の代表者として、神ご自身の…つの啓示の中

るむ彼らは、ただ、来て、そして持の自由のために支を配った後、再び、去って行く。彼らは決し

て白分向身を、出意を引くものにしない。もしも彼らの奉仕が何らかの意味で、後ら自身が支配するこ

とだけであるならば、神への奉仕となるのだろうか。

、すべての人間の奉仕と同棟、証人 (Zeugeがとしての“奉仕である。人間が神の証人と

してゆるされていることは、神との関係において、神の手助けとして、神の言葉と業;こ対して、応答す

ることがゆるされているのである。人間は、神を賛美することができる。人間は神を費英することに

よって、被造物の限界を諮み越えず、むしろ、それを尊重する O 人間は、そのことをなすことによって

神に奉仕するの神に奉仕するゆえに、人間仲間にも奉仕するのである。それは、天龍たちの奉仕につい

ても言えることであるの「天使たちょ、神賛弐zを行え、そして同時に、大いなる主を崇めるために奉仕し、

その聖なる言葉を行えム天便は、何かの半神としてではなく、またほかの寓話的な人物としてではなく、

ただ、証言、神賛美の天的な力の中で、地上に登場し、効果的に語る。天使の奉仕は、証人の奉仕なの

であるの (22)

バルトは、天使の奉仕と礼拝について、黙示錦 4章とら翠から具体的に明らかにする口 4章 1節 iこ

れから後に恕こるべきことを克せてあげようム天の関かれた門を通うし

で未来に起こることが書き留めらている巻物が与えられた小平。御越から、いなずまともろもろの声

と、雷鳴とが発している。その御座におられる方は名をもって紹介されていないのただ、ひとり

けがそこに濯することができるむその同開には、白しゐ衣を身にまとい、頭に金の冠をかぶった24人の長

老がいるの彼らは、栄光を校けられた人間たちではないの従って、口一マの躯;機卿ではないし、ルター

ないし、改革派の長老でもない。彼らの帰せられている場所、語今、行為によれば、

もなく天使である o I長老Jという表示の仕方で、もって、天使のことが、既にイザヤ24: 23で語られい

る。長老という言葉から、神の相談役とか宮廷顧問会、位を考えではならな"'0彼らを、「代表jである

とすれば、天使の機能に対しつつ、特定の;地上的な現実鎮域との関係における神を代表すべきである

おいてであるかというと、 24という数字の解釈が決定する。この24とは、異邦人から目

された教会が付け加わってきたことによって二倍にされたイスラエルの蔀挟のことが考えられているの

であろうかのあるいは、 121吏徒が加わった十三族長のことが考えられているのであろうか。それとも、

経代24:4灯、子にllJてくる「聖なる長」たちをもった24の祭司の階級のことが考えられているのであろ

うか。 24人というのは、この場合には、在い神の民と新しい神の民の地上的な交わりに相対して、神の

ちなのか。ぞれとも、そこでは日

しでも、明らかにされていない。

しかし、ここで大事なことは、彼らはじiい衣をまとっているということである。神の言葉に従う革勢

も、「純白で、、汚れのない!五毛布の衣をJ着て、白い馬に乗っている。また、黙示 1: 14で、人の予のかし

らと髪のもは f雪のように白い羊毛に似て真っ白であるJ。マルコヲ:3では、変容に際して、イエスの

く輝き、どんな布おらしでも、それほどに白くすることはできないくらいに」なったりマタイ

17: 2では、「光のように自く Jなったの自く締くとは、神の、さまざまな色で光耀きに対する、

に帰せられる対定、である。従って、 24人の長老が白い衣を身にまとっているということは、彼らがこの、

ご作身の栄光を反棋させているということを意味している O ら節による、街i座の前で燃えている「神

f七つのともし火Jを、天{吏の牲買を持ったものとして理解しなければならないのであろう

について、「これらの目は、全世界につかわされた、
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ト神学における柄珂、段無的なもの、天|主!日命の疑問

るjと語られているむここでは、七つの霊は、

るともし火jとして記述されており、

代表者として期解することがで、きる。

ヨ町、剛恥 しつつ、長去の白し

がラスの海J彼岸に、四つの生き物がいたについてのそれらは、イザヤ

書 6京のセラピムとょにゼキエル l章の四つの生き物と結び合わされたのであるひ第‘のヰき物は郁子の

ようであ与、第二のとド急物は雄午のようであり、第三の生き物は入のような顔をしており、第四のZ主き

物は飛ぶ鷲のようであり、それぞれ六つの翼があり、その翼のまわりも外側も内側も、 Hで構ちていたむ

ような、人間のような鳥のような、地上‘の領域と関係があるのは明らか

している被造物的生の、楽園における損なわれない姿の、もともとの形での、

」とし寸解釈もある。これらの生き物は確かに被造物である。しかし、地上の生き

はないりそれらは、全く、*-的なものであるの

24人の長老たちと牛.き物たちは、も夜も、絶え間なくこう

るかというと、それは、神に対して捧げられ、

と主権の中で神を褒め称える神賛美である

節のよく知られた、 3

いて、

こと

るということ、その

るかなjという

る方に、栄光と

るものについて、

におられる方、永遠から永遠に生きておられ

4京 8節で、全能者という概念で描かれてい

ているの従って、地上の教会ではなく、 {I多選需の、

そものが、その全体'性において、あの四つの生き

な参一千者及び;之、符者である

出して、「天地はその栄光にみつ iと

、まし、今いまし、やがて来るべき者jであることを看過して

はならないの神は創造者である心しかし神は、ただ単に、そのようなものとして汗も今も、そのように

あり続けるのではなく、神はそのようなものとして立ち上がられれ、来られる五であるのネltは、 24人の

長老たちが応答しつつ歌う賛美の中で(安全ノJ~ 4章11自信〉、はっきりと首葉に出して創造者として賛美され

として、米ようとしている

は、すべて られるに担応しいかたであるの 5章.9

とをはっきりと Lにおいてなしたことの中で既に来たことを、 ること

で「新しい歌Jなのである

5 の「七時にかiそっておられる方の右手に巻物があるのを見たJについてつこの巻物を

として特鍛づけることは、あまり幸いなことではないとバルトはいうのその巻物が、むつの封ドIJ

とてあったということは、その巻物を遺討として、ただに知識として受け取るだけでなく、

に実行されるべく定められれいる記録として、特徴づけているからである O 従って、この巻物を部くこ

とは直ちに、その中に書かれていることが実施され、歴史となるということを意味している。誰が、そ

れを開くことができるのかりその存えはなかったりただ、

ことを決定し、鵠き、そのことを知っておられる。 fわたしは激しく泣いていたjと黙示を

る()天伎の告げ知らせはこう述べている o r見よ、ユ

を得たのセ、その巻物を聞き、七つの封印を解くことができるムユダ族の獅子、ダゼデの後藷

らせは、 i明らかに、イエス・キリストの死人の中からの畦り、復活祭の{型的であるの

しい、また決定的な、見ることの出来事-は、 6 7節に記述される。ぞれは、子羊であるむ子羊が
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は死んだこと

を開くことができる地位につい

ことは、 r羊のなすべきことである。

の生き物と

(2008) 

る」子下.であるのしかし、

...1fF'!されてし

なIJ

j の

米の決

以下で「新しいが歌われるむそれは、黙ぷ 4辛では、ただ陰と輪郭のIflでしか賛美していなかったH
の形安と現実に向けられていたので、新しい歌なの?あるけ「新しい歌jという概念は、

149' 1、イザヤ42: 10において、来たりつつあるメシヤ的な転換期をHfiにさしているりしかし、ここで

は概比な新しい歌が問題であるの fあなたこそ相応、しいJがl鳴り響く Q 子平は、封印された巻物を受け

を開き、神によって決定されていた出来事を

天使たちは、それ

にuを向けているひ x使たちは、小千:こそが、

ことができ、そうしなければならないのである。それだからこそ、

(vere Deus vere homo)イエス・キリストを、

一つの、宇Hi的な出来事の初めに立っており、字山的出来事を進行させ、

なければならないむぞれだからこそ、黙示を見る者は、もはや決し

十~1: ないりイエス・キリストは、

さて、黙示鍬5

おいて、ただ、

の生き物がもう

らの日から涙を「合くぬく、丸、IfXってードざる」

き物は『アーメンiと古い、長老たち辻

¥ま

ニン

の、」つ

し、

して泣:くことはあ

における全世界の調和が最後の託業でiまないことは、冷静ならしめる何かを合んでいるのこ

と、明らかに悦|司されることを望んで、いないそうではな

く、 Antiklimax(語勢漸部)が最{去のものであり、ア…メンと唱え、ひれ伏して礼拝する謙遜の仔為こ

そが、黙示を見る者が、ぞれから航く、巻物を開くことへの、この偉大な終わちのところで見、

最後のことである。 (24)

注

( 1) K.Barth fKirchliche 父matik.lEV ANGELLSCHER VERLAG A.G. ZOLLlKON-ZU設ICH19501['. S.426 

( 2) a.a.o. S.426 

3) a.a.o. S.439 

4 a.a.o. S.456 

(日)a.a.o噂技460

6) a.a.o. S.486 

7) S.487 

( 8 ) S.488 

( 9) a.a.o. S.4お8

10) a.a.o. S.493 

( 11) a.a.o. S.494 

(12) a.a.o. S.496 

(13) a.a.o. S.502 

&込町O.S.504 

(15) S.5(は

( 16) a.a.o. S.5(渇
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(17) a.a.o. S.516 

(18) a.a.o. S.522 

(19) a.a.o. S.523 

(20) a.a.o. S.528 

(21) a.a.o. S.532 

a.a.o. S.540 

(23) a.a.o. S.548 

(24) a.a.o. S.557 

3聞神の使者とその敵対者

パルト神学にお汁る摂f明、!怠無fドjなもの、 :kl五]論の袋持

々のところに来る持の|卦は天国である。そして、神の意思が地上において、天上におけるよ

うに起こる持、ぞれは、ただ単に、神によって法礎づけられ、神によって支配され、神によってその日

標へと導かれる出来事だけではなく、むしろ、天の現臨、力、協働、共に啓示 (Mitば'fenbarun討される

理念、

じられる出来事である。そこには、天使たちも、いるのである。

ということ会人人に拭あるのか、という

天使についての特別な経験の対象となり得るものは、

、天使の歎対者である。人i土、そもそも、

との

ような聖書の箭所ーでは、「天使Jという

神あるいはキリストと結びつけられて、最も

にではなく、補杭あるい

に対する天使の関孫について、また、

によって

日身

と存在について教えている O

をしいで誠らを劫けられるj。あるい

に立っていて、その]裂は天に達し、神

ちがそれを上り下りしているのを見たム前 11士記24:7 r天の神、主はー・そのみ使をあなた

っかわされるであろうムマタイ 16: 27 r入の子は父の栄光のうちに、その御使たちを従えて来るが、そ

は、実際の行いに JJ必じて、それぞれに報いるであろうムルターの小教縄問答書:に H~ている析りを

忘れることができない口 fどうか悪寵が、われわれに}jをふるうことができないように、あなたの聖なる

をわたしのもとにおっかわし下さるように、ア γ メンりその後安らかな、蹴りにつきますJやこれら

、それなちの仕方で、天使論全体を要約した形で合んでいるということができるの

~ I-c.'している。天使;討中のものであることによって存紅する。ドベ使は、十l!lの槌伴若として、

)くから地へと連れて行かれ、参与されることによって存:在するり彼らは決して ['1.:1:.強立的に、日

し、行動しないり隙らはいかなる fl分t'J身の柑史も、ドi分白身の 11的も、自分自身の成功も

てし為なし凡夫使は、

な世界に突入される|療に、地へと来る天そのものである日

し、神が語ったことなのである口天使が遣わされたi時は、如何なる人1mも、

いような全権を

G.v.ラートによれば、 、「イスラエル

る ていると品川する心パル

、mエジプト 14: 20によれば、パラムを

ら、パうムはイスラヱルを呪おうとしているからである

う、「大勇 f:よ、 j:.はあなたと共におられま

マノア[']身にrilJかつて、サムソンの誕生を告げ知らせるの
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こすり列王下19: 35によれば、主の使は、エルサレムに迫ったアッスワヤ軍の陣営で18万5

千人を撃ち殺すc ゼカリヤ 1: 12と3: 2によれば、神の前で、サタンに反対しつつ、イスラエルの代

弁者として現れる。サムエル f24:16以下と撚代~泣1: 15によれば、地と天の聞に立って、子に披いた

、エルサレムの i二にさし伸べながら、「死の天使jとしてイスラニ乙ルに反対しつつ身を向けるこ

とができるということは、通期を確認している例であるりなぜなら、救済史的に克たならば、イスラエ

ルに反対してでなく、イスラエルに味方して起こっているからである。これは、ダニエル10: 13， 21と

12 : 1に出てくる天安ミカエルの立場と役割を考えさせられるからである

このことは、旧約理番におけるイスラエルとの関係だけではなく、新約型書における主の使と教会と

の関孫と斜、ていないわけではない。使徒言行録5: 19以ドで辻、すべての使徒たちに対して、 12: 7以

下ではペテロに対して、獄の戸を開けるヮ主の慣は、ピリホ。に対して、ょにチオピア人の女王の高官に出

会うで、あろう場所に行くように命じ、 10:3以下では、コルネリオに対してベサ口と会って予を組むよ

うに命じる合また、使徒27:23では、パウ口を海上での暴風の最中にあって溜め、 12: 23では、教会の

敵であるヘロヂを、集まった人々がその演説を「これは神の声だ、入国の声ではないjと言つてはめそや

すその瞬間に、打つのルカ (2: 9)によれば、クリスマスの告知を語る。主の使は、その出現、その

もろもろの言葉と行為でもって、救済史的な、それと共に原歴史的であり、同時に終わりの歴史におけ

る神の業そのもの、即ち、イスラエルの選び、教会の選び、契約の民の選び、を証しする (3) 

ところで、天使について、もっと複雑な脈略を取江上げるとバルトはいう。議Ij世記16:7と21: 17以

られているハガルの歴史の中に出て来る天使、マムレのチレゼンのかたわらで、アブラハムを

3入の天使(創 1以下)、ソドムの口トのところに来る二人の天龍(斜世記22: 11 

イサクを捧げた話のrtlに出て来る天使 (22: 11以下〉、ラパンと別れる前に夢の中でヤコブに現れた天使

、しばの中で、神がモーセに現れた持の天使(出ニにジプト 3: 2弘下〉、荒野におい

を導くものとして天使を紹介すること(出エジプト33:1以下)等々である

これらのテキストはすべて、多かれ少なかれ窃迫した仕方で、国難さを含んでいる。これらのテキストす

べてにおいて、族長たちの燃史と初期のそーセの悲史が問題である。これらの歴史において起こってい

る、恵みの契約の地上的・時間的な基礎づけが問題なのである。そこでは、もろもろの民の歴史のただ

イスラエルの並大抵でない現実存在の前代未聞の始まりが、即ち、この民の存在の権利、

希望を講成している…つのことが問題であった。この始まりのところに立っていたものは、ひとり

程、義の中での神、天使の中での神は、鏡に写してのようにであったり !U約聖書においては、必ずしも、

これらのテキストの中で起こっているように、神と天憶について語られなければならないことはなか。

たり

バルトは、キリスト救芸術についても一詰触れている。特に、子供の天使についてである。キリスト

についての絵で天使は、手足を動かしつつやすか楽しそうにしている。ラファエルの有名な天使像、

らしいという嵐景。それは乱暴行為であるとバルトは否定的である。川天使は、大きいわけ

でも小さいわけで、もない。愛らしかったり、恐ろしかったりするものでもない。彼らは、神の神聖性と

惑愛、神の至高性と神の低さ、持の韓れみと裁きを読しする天使として尊敬されるべきなのであるの

との関係においては、天使の任務は奉仕である。天授は、神の委任と名において、持の昌が地 f'.~こ

くる持、神の意思をなすことである。神

父の臓を見るむ彼らは直接、父なる御座からくるむ彼らは、

に続き、生き、動き、存在しているむそのようにして、彼らは地 rJこ、人間の領域の中に入ってく

るむしかし、天使は、言うまでもなく被選物である。だが、天使は、神ご自身と共に人間に対して立つ

時に、その神的な性質の中で、却ち、その務義の中で現実となるむそのことが、天使の奉仕につし

られるべき 8般的なことである。従って、この奉仕において天使がなす行為は、人間と

るO それは、天使は車、みの契約を基礎づけ、探持し、支配するものではないことを意味して
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らは、いかなる意味においても、主人ではなく、あくまでも神の僕である。天使の奉仕は、神

と人間との問を仲介するものでもない口持はご自身を伸子?されるのそのために、いかなる第三者を必要

は、ご自身の言葉とご自身の聖霊を過してご自身を

において、そのことは明らかになる。即ち、持の言葉の党肉において、また受|対の中で遂

行された、神と世の和解の巾で、ゴルゴタにおいて恕こり、復活日に持示されたことの中で明らかにな

るりここでは、天使はただ、注耳し、聞き耳をたて、驚嘆し、伏し拝み、資美することができるだけで

;な思すること、 f動く能力もないし、相応しないことは明らかである。彼らは、

るO 天使は、神のすべての行為においてその場にいるのである。() 

るということを、バルトはもう一度取り上げる。天使は、預言者と

使徒たちに原型で、ある。天使が証人であるとは、持の憲;思が遂行されるに当たって、

ているということ、開く者および見るものとして確認する者ととし

こることについて、神がご白

と業は、人間を意同している。しかし、天使は、

出立つされる時、見、出きつつ、その場にいるn 彼らは、純粋な信頼に値する証人である。

ルカ 1章 5節以下で、ガブ1)エルという名で、ザ、カリヤに対して、この者は先駆者および道備えをす

るものとして生まれる。ルカ 1章29でマリヤに対して、神のみ子が人間として生まれるであろう。イス

き主、救い主、従って、約束が、律法がもう ‘度、生きた仕方で出現するであ

ろう 天使辻、特別な機能の中で神から起こることを税者として現れているの天使は、?をま日者である

るな、見よ、すべての民に、与えられた大きな喜びを、あ

うまれになっ

として、約束された現実が、神の克の締きが、

羊飼いたちは、急いで、行って、 Rら見、自分自身でそこで起こっ

をIn]けさせることである。天使は、これらの人々を、あ

けることが、奉仕なのであるの天保は、いと向きところにいま

ることが、被らの奉仕で、ある。

おける天使の役目についてである。天告の首葉は、日ハネ20: 13によれば

よ、なぜ泣いているのか」との毘いから始まっているのこの間いは、泣くべき別出は何もないからであ

なぜなら、「だれかが、わたしのを取り去りましたのそして、どこに躍いたのか、わからないので

と、泣く開ItIは何もないからであるの天使の答えは、 fあなたがたは、なぜ生きた万を死人の中にた

ているのかjと問い、「イエスはよみがえって、ここにはおられない。ごらんなさい、ここがお納め

した場所である(マダイ28: 6とγ ルコ16:到。そして、 fまだガ1)うヤにおられたとき、あなたがた

にお話しになったことを思い出しなさい。すなわち、人の fは必ず、罪人の予に滅され、 1-字裂につけ

られ、そして三日目によみがえる、と仰せられたではないかJむこれらの女たちが、主の姓りの事実を示

されて知るようになったのは、天慌たちを通してであるぴ弟子たちにこの報去を伝えたのは、

ない。それは、しるしにすぎないりだが、マルコ16: 8館によれば、女たち

しなかったはとたちはおののき恐れながら、幕から出て逃げ去ったのそして人には何も言わなかったり

恐ろしかったからであるJ。その、鮭えられた方の直接的な現れは、ルカ24: 13-32によれば、ユ二マオ途

上の二人の弟子似にして、ルカ24: 33Nによればシモンに対し、ヨハネ20: 19以ドによればエルサレム

において最初はトマスがいない時に、次にはトマスがいるところで匙られた方が弟[-たち

イi スの姓りにおいて、天使たちがすべて関わっているのである。しかし、

た委任だけでは卜分でiまなく、どこででも、イ i スご白身の現れと、語られた言葉が感動力である C

きて、イエスが天に 1-げられる時、二人の天使が姿
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れたが、雲に捜われて彼らのHから見えなくなったのイエスが離れ去って行かれるとき、披らは天

を見つめていたりすると、白い服を譜た二人の人がそばに立って、言った。 fガワラヤの人たち、なぜ天

を見上げて立っているのか、あなたがたから離れて天に上げられたイエスは、)，くに行かれたのをあなた

がたが見たのと同じ有り様で、またおいでになるojJ (寵認言行録 i 市 9~11節)。使徒吉行録は、福音

じられる。しかし、二人の天使の登場によって、新しい歴史が始まるので

られたイ l スは、天に上って仔かれるのをあなたがたが見たのと

り様で、またおいでになるであろうム

おそらく、弟子たちがこの言葉を聞い 11人がエルサレムに民って行って、 に、イ

エスの兄弟たちと」絡に集まっていたのである O ためであるかむ「彼らは、 、ひ

ら全fi.ってい 日の教会ではない。しかし霊を号えら

れるであろう小さい群れである。天使の役目は、

i章11節の天告の註葉は、すべての時代のキリスト

を告げたことである。 1制定言行

向かつて、この既に来られた方が、再び来

たちつつあるものとして待ち望まれる

みを通うして支配し、繰り返し認識と奉仕へ導き、教会を繰り返し生かし、

教会は天使の首案以ヒのものを必裂としている。教会は、使徒、預昔者、

必要としている 川

きと

(Engeりという名と概念について、この言葉について、バルト ければならないと

「尺使」は、 1~者である。天使は、

上なる陛界である O われわれは、

なも

も知らない口

きない、

ものを、

ただ、神の使者としての仔為において、彼らの奉荘において知っているだけである Q ぞれ故に、バルト

は、天使のことを f神の使節(大使)と時ひヘ特に、外交的な用語で考えたいと言う。(ワ)

は、彼が代表する政府に属していないの彼は政府をただ代表するだけである。従って、

、自分自身の主導権を用いて、いかなる政策も立てず、むしろ、轍顕徹局、ただ、

るだけである。披は、政府の意向を、できる限り正確に力を振るうようになる

彼の政府の全権をもって代表し、彼は単なる遣わされた者である心

彼の政府の名において語り、行動することが許される。彼の政府の名誉と戒厳は、 中で、

人格と関わち、彼の政府は、被のもろもろの決断と延撲の仕方を し人は、

ることによって、彼の政府を しなければならず、彼を{毎掃する者は、そのことによって

w 

るであろう。そのように、

を考慮に入れているように

f大使Jとして、神の使者なのである

る聖書のテキストがある。開えば、使徒討行録 6: 

ある。そこではステパノについて、議会で席についていた人たちは皆、ステパノに討を

天慌の顔のように見えた、と言われている。あるいはガラテヤ 4: 14において、パウ口

に対して、「わたしを、神の使いかキリスト。 1.:r..スかでもあるように、迎えてくれたJことを思い起こさ

せてくれる。またヘブル 1: 2では、ある人々は気づかないで僻使たちをもてなした、と詩われている

ムエル下14: 17において、テコアの賢い女はダゼずに、「ぞれは王、わが主は神の鵠いのよ

うに持と悪を開きわけられるからです|と語る。ぞカリヤ12:8においては、人は、「その HJダピデの

家は「天にあるもの(Hinmelsweserりのように、彼らに先だっ主の能のようになるjと

ハカ、、イ 1: 13と、マラキ 2. 7では、預言者ははっきりと言葉に出して、の住者Jと呼ばれているり

よれば、イスラヱルの父祖たちと

とから、イエス・キリストの出現を通って、その教会の基礎づけに到る経史だけに属しているのかのそ

れとも天使は、そもそも宇定的な出来事に、従って、すべての時代の暦史に、また-人一
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史を合めた我々の竪史にも議しているのか。旗長たちの歴史と共に始まり、イエスの暦史の中で

もち、最後に鑓誌の歴史の中に涜れこんでゆく聡史は、恵みの契約の震史として、決して「あの時、あ

のところjに閉じ込めることはできなしもしも天使が、あの恵みの契約に属しているとすれば、その

時、天冊は、将来の出来事に対して疎遠で、遠いものではあり得ないの

と神の鰭者についての考察を結ぶに当たって、最後に、別な領域をとりあげなければならない、

とバルト誌言う。悩それは、天使の領域と悪魔 (Darnonen)の領域についてであるり人は、決してこの

没頭しではならない。ぞれは、あまり詳しく論じてはならない荒廃したものだからである。天使

の領域と悪魔の鎮域は、その由来および性翼ーからして、互いに嵩し合っていないの悪魔は決して、ヲミ慌

の鎗弱な、悪い、悪評の高い、足介な従兄弟ではない。天と地獄、とからくるものと、不快なものの間

には、共通するものは何もないの持と悪!寵叩feI)について、天使と

に語ること辻不正な乱暴行為であるのそこには公分母はないのなぜなら、

う4良はないからであるの

(Darnonen)について、一気

らが共通に生え育ったとい

悪識は、神の天的な使者たちの敵対者 (Widersacher)である G 神の使者辻、

従って、地上における神の国の代表者である G 天使と悲!麓は、了度、神の創造と

みと虚無的なものが、普と患が、命と死が、啓示の光と持示に対して自分を閉ざそうとする

済と滅びが、そして、ケワグマと神話が、互いに、関係しているように関係している。こ

として、いくら説く表示しても十分とは言えないり神は、悪礎的な領域の主であり、悪魔的な領域も

神から由来する O しかし、それは決してそれを承認しているわけではない。葉部はあくまでも

る。それは最後に、絶滅する。マタイ25: 41によれば、イエスの父が悪!棄とその需たちに対して用意さ

れた永遠の火がある O 人は、神を信じるように、 f言Cることはできない。人は、神と穣極的な関係を持

つことができるが、悪魔とはいかなる

und DarτlOnen)の由来と本性は何か。ここで辻、ただ一つの答えがあるだけである。そ

の由来と本性は、議無的なもの (das珂ichtige)である。それは、前節において神の左手のもとで存在し、

そのようにして、神の草;忠と i吐界支配に服せられ、神に対する抗弁と抵抗の要素、神の創造を脅かしと

して知ることを学んだ。人;土、虚無的なものを、型書の首語で、 i昆沌あるいは関、恋、よみの同と

ことができるのそれらは、知でiまない。蒋本来的に有:在する。それらは、神の被造物で、はないむそれら

は、持に反対しつつ荒れ狂い、人関を滅ぼそうと試みつつ、存在することができるだけであるのそれら

は、神と人間を、神の聾史と人間に対する神の{動き掛けを、ただ、妨害することができるだけであるむ

だが、神の真理辻、それらの力を片づけるむ神の真理は、悪魔を消し去り、絶やすものである。

理は、虚無的なものを否定し、判決を下し、捨て去る。神の真理は、抗弁に対して抗弁し、

て抵抗する。神の真理は、すべての悪魔たちを、現にあるものとし

1量的のと主命誌取り去られ、撃退される。型書は、そのことを悪魔について語るので、ある。聖書は、悪魔

は存主;しないとか、力がないなどとは言-わない。それどころか、悲魔は存在し、力を振るい、脅かす存

ることを、はっきり明らかにしている。しかし、それは、神によって勝手りされたものとして明ら

かにされているの神の子の犠牲という最高の舗において、栄光のrjlでまこととなるのは、イエス・キリ

ストの戦いの歴史においてであり、イエス・キリストの t.字架の苑に刑まで低くされたこととその柱ノ、

及びイエス・キリスト

る。

バルトは、ヤコブ 1

とかiロi転の影とかいうものはな

いる。 (12)

あげられるという竪史においてであるの この懸

らゆる良い贈り物は、 1-.ーから、光の父から下ってくる。父には、変化

を、天使と共に、言わなければならないと言って、この;項を閉じて

一一38-
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神学というのは、持示(聖書〉の視点から考察する学問のこと

も、理論がなければ、学とし

をf話t議している。 f売えば、マダイ

げる場面。 ルカ福青書 li?:ll節ではザカリに

。その現実が、学問の対象となちうるのかという

見事である O のみならず、バルトは、

いるのには驚かざるをえない。

なものjはすでに学生時代に

る。しかし、いくら顎句を羅列して

り上げたときに、この宵

を

エルがマリアに

らヨノ、不 る天使の活動を、

久しぶりに

だことがあったりと与わけ、

をしたものである

なも

と

るが、バルト神学を学ぶ機会を与えられて感謝するものである。本論の内

いる価値があると痛感させられたむ教とは、神の国を官べ伝えることだからで

ある G

48 
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